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１.調査の概要 

調査の概要 

調査目的 

「第８次刈谷市総合計画」の策定にあたって、市民や小中学生の意識等を幅広く把握し、「第８次刈谷

市総合計画」の指標を設定する上での基礎資料とすることを目的として、以下のとおり市民を対象とし

た２種類のアンケートと、小中学生を対象としたアンケートを実施しました。 

調査区分 

市民生活の現状についてのアンケート 
児童・生徒の意識や行動に 

関するアンケート 市政に対する評価 

（以下「市政評価」という。） 

暮らし・まちの現状把握 

（以下「現状把握」という。） 

調査対象 
刈谷市内在住の18歳以上の市民から 

無作為に抽出した各2,500人（合計5,000人） 

刈谷市内の小学5年生、中学2年生 

合計2,898人 

調査項目 

①回答者の属性 

②刈谷市の全体的な印象 

③市政に対する現状の評価と 

今後の期待 

④新型コロナウイルス感染症の

影響について 

⑤これからの刈谷市のまちづく

りについて（自由意見） 

①回答者の属性 

②刈谷市の全体的な印象 

③みなさんの暮らしの現状など 

④刈谷市のまちの現状 

⑤新型コロナウイルス感染症の

影響について 

⑥これからの刈谷市のまちづく

りについて（自由意見） 

①普段から思っていること、 

していることや、刈谷市の 

まちに対する考えなどについて 

調査方法 
郵送による調査票の配布 

郵送による回収またはインターネットによる回答 

学校を通じた依頼 

学校タブレット端末による回答 

調査期間 令和4年 4月5日に配布し、4月28日を回答期限として回収 
令和4年4月4日に配布し、 

4月28日までに回収 

回収状況 

・配 布 数 2,500票 

・有効回収数 1,666票 

うち、郵送：1,338票 

インターネット：328票 

・有効回収率 66.6% 

・配 布 数 2,500票 

・有効回収数 1,725票 

うち、郵送：1,380票 

インターネット：345票 

・有効回収率 69.0% 

・配 布 数：2,898票 

・有効回収数：2,566票 

・有効回収率：88.5% 

合計（参考：令和２年度） 

・配 布 数：5,000票（5,000票） 

・有効回収数：3,391票（3,266票） 

・有効回収率：67.8%（65.3%） 

（参考：令和２年度） 

・配 布 数：2,772票 

・有効回収数：2,632票 

・有効回収率：94.9% 

 

調査結果の見方 

・比率はすべて百分率で示し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しています。このため、合計が 100.0%に

ならないことがあります。 

・グラフにおける数値は、回答者数（n）を分母、各項目の回答数を分子としたときの比（相対度数）を百分率

で示しています。なお、この回答者数（n）には特記しないかぎり、「無回答」を含みます。 

・複数回答が可能な設問では、各選択肢の合計が回答者数を上回る場合があります。 

・報告書では、意味の変わらない範囲で、設問及び選択肢の文章を省略して記載する場合があります。  
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２.市民生活の現状についてのアンケート 

回答者の属性 

「市政評価」「現状把握」：設問１～９（共通） 

■ アンケートの種類 

 

アンケートの種類は、「郵送回収」が

80.2%、「インターネット回答」が 19.8%と

なっています。 

 

 
 

 
■ アンケートの種類 

合計 郵送回収 インターネット回答 

全体 
3,391 2,718 673 

100.0% 80.2% 19.8% 

市政評価 
1,666 1,338 328 

100.0% 80.3% 19.7% 

現状把握 
1,725 1,380 345 

100.0% 80.0% 20.0% 

 

（1）性別 

 

回答者の性別は、「女性」が 56.2%、「男

性」が 43.6%となっています。 

 

 
 

 
設問１ 性別 

合計 男性 女性 その他 無回答 

全体 
3,391 1,478 1,907 3 3 

100.0% 43.6% 56.2% 0.1% 0.1% 

市政評価 
1,666 737 926 2 1 

100.0% 44.2% 55.6% 0.1% 0.1% 

現状把握 
1,725 741 981 1 2 

100.0% 43.0% 56.9% 0.1% 0.1% 

郵送回収

80.2%

インターネット

回答

19.8%

n=3,391

男性

43.6%

女性

56.2%

その他

0.1%

無回答

0.1%

n=3,391
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（2）年齢 

 

最も多いのは、「70～74歳」で 12.6%、次

いで「65～69歳」10.1%、「60～64歳」10.0%、

「75歳以上」9.1%の順となっています。 

 
 

 
設問２ 年齢 

合計 18～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答 

全体 
3,391 187 196 229 261 231 303 291 273 338 343 426 309 4 

100.0% 5.5% 5.8% 6.8% 7.7% 6.8% 8.9% 8.6% 8.1% 10.0% 10.1% 12.6% 9.1% 0.1% 

市政評価 
1,666 87 89 114 128 107 156 143 136 160 176 212 156 2 

100.0% 5.2% 5.3% 6.8% 7.7% 6.4% 9.4% 8.6% 8.2% 9.6% 10.6% 12.7% 9.4% 0.1% 

現状把握 
1,725 100 107 115 133 124 147 148 137 178 167 214 153 2 

100.0% 5.8% 6.2% 6.7% 7.7% 7.2% 8.5% 8.6% 7.9% 10.3% 9.7% 12.4% 8.9% 0.1% 

 

（3）家族構成 

 

最も多いのは、「親子二世帯（二世代）」

で 53.5%、次いで「夫婦のみ」24.2%、「親子

孫三世帯（三世代）」10.6%の順となってい

ます。 

 
 

 

設問３ 家族構成 

合計 
ひとり 

暮らし 

夫婦 

のみ 

親子 

二世帯 

(二世代) 

親子孫 

三世帯 

(三世代) 

兄弟・ 

姉妹 
その他 無回答 

全体 
3,391 321 819 1,813 358 20 56 4 

100.0% 9.5% 24.2% 53.5% 10.6% 0.6% 1.7% 0.1% 

市政評価 
1,666 151 411 878 187 6 32 1 

100.0% 9.1% 24.7% 52.7% 11.2% 0.4% 1.9% 0.1% 

現状把握 
1,725 170 408 935 171 14 24 3 

100.0% 9.9% 23.7% 54.2% 9.9% 0.8% 1.4% 0.2% 

18～24歳

5.5% 25～29歳

5.8%

30～34歳

6.8%

35～39歳

7.7%

40～44歳

6.8%

45～49歳

8.9%

50～54歳

8.6%

55～59歳

8.1%

60～64歳

10.0%

65～69歳

10.1%

70～74歳

12.6%

75歳以上

9.1%

無回答

0.1%

n=3,391

ひとり暮らし

9.5%

夫婦のみ

24.2%

親子二世帯

（二世代）

53.5%

親子孫三世帯

（三世代）

10.6%

兄弟・姉妹

0.6%

その他

1.7%
無回答

0.1%

n=3,391
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（4）同居家族 

 

最も多いのは、「65～74 歳」で

17.4%、次いで「75歳以上」15.4％と

なっています。 

 
 

 

設問４ 同居家族 

回答者数 乳幼児 小学生 
中学生～ 

18歳未満 
65～74歳 75歳以上 いない 無回答 

全体 
3,391 406 478 465 589 522 1,475 34 

100.0% 12.0% 14.1% 13.7% 17.4% 15.4% 43.5% 1.0% 

市政評価 
1,666 183 235 224 289 287 713 12 

100.0% 11.0% 14.1% 13.4% 17.3% 17.2% 42.8% 0.7% 

現状把握 
1,725 223 243 241 300 235 762 22 

100.0% 12.9% 14.1% 14.0% 17.4% 13.6% 44.2% 1.3% 

 

（5）住宅の種類 

 

最も多いのは、「持ち家（一戸建て）」

で 69.9%、次いで「借家（集合住宅）」

15.1%の順となっています。 

 
 

 

設問５ 住宅の種類 

合計 
持ち家 

（一戸建て） 

持ち家 

（集合住宅） 

借家 

（一戸建て） 

借家 

（集合住宅） 
社宅・寮・宿舎 その他 無回答 

全体 
3,391 2,369 378 35 512 45 24 28 

100.0% 69.9% 11.1% 1.0% 15.1% 1.3% 0.7% 0.8% 

市政評価 
1,666 1,182 183 21 244 19 9 8 

100.0% 70.9% 11.0% 1.3% 14.6% 1.1% 0.5% 0.5% 

現状把握 
1,725 1,187 195 14 268 26 15 20 

100.0% 68.8% 11.3% 0.8% 15.5% 1.5% 0.9% 1.2% 

12.0%

14.1%

13.7%

17.4%

15.4%

43.5%

1.0%

乳幼児

小学生

中学生～

18歳未満

65～74歳

75歳以上

いない

無回答

0% 20% 40% 60%

n=3,391（複数選択可）

持ち家

（一戸建て）

69.9%持ち家

（集合住宅）

11.1%

借家

（一戸建て）

1.0%

借家（集合住宅）

15.1%

社宅・寮・宿舎

1.3%

その他

0.7%
無回答

0.8%

n=3,391
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（6）職業 

 

最も多いのは、「正規の職員・従業員

（公務員・専門職含む）」で 33.3%、次

いで「無職」18.2%、「パート・アルバ

イト」17.0%の順となっています。 
 

 

 

 

設問６ 職業 

合計 
自営業 
（農林業等 

従事者も含む） 

正規の職員・

従業員 

（公務員・ 

専門職含む） 

派遣・ 

契約社員 

パート･ 

アルバイト 

会社などの

役員 

学生・ 

専門学校生 

家事専従 

（専業主夫・ 

主婦等） 

無職 その他 無回答 

全体 
3,391 174 1,128 125 577 97 99 524 616 27 24 

100.0% 5.1% 33.3% 3.7% 17.0% 2.9% 2.9% 15.5% 18.2% 0.8% 0.7% 

市政評価 
1,666 82 541 69 285 44 49 275 302 13 6 

100.0% 4.9% 32.5% 4.1% 17.1% 2.6% 2.9% 16.5% 18.1% 0.8% 0.4% 

現状把握 
1,725 92 587 56 292 53 50 249 314 14 18 

100.0% 5.3% 34.0% 3.2% 16.9% 3.1% 2.9% 14.4% 18.2% 0.8% 1.0% 

 

（7）通勤・通学先 

 

最も多いのは、「刈谷市」で 31.1%、次い

で「名古屋市」7.4%の順となっています。 

なお、「通勤・通学をしていない」は35.7%

となっています。 

 
 

 
設問７ 通勤・通学先 

合計 刈谷市 名古屋市 岡崎市 碧南市 豊田市 安城市 西尾市 大府市 知立市 高浜市 豊明市 みよし市 東浦町 その他 
通勤・通学を 

していない 
無回答 

全体 
3,391 1,056 250 65 33 109 190 39 64 82 56 38 24 24 131 1,209 21 

100.0% 31.1% 7.4% 1.9% 1.0% 3.2% 5.6% 1.2% 1.9% 2.4% 1.7% 1.1% 0.7% 0.7% 3.9% 35.7% 0.6% 

市政評価 
1,666 524 127 32 14 52 94 17 33 36 20 21 13 14 62 603 4 

100.0% 31.5% 7.6% 1.9% 0.8% 3.1% 5.6% 1.0% 2.0% 2.2% 1.2% 1.3% 0.8% 0.8% 3.7% 36.2% 0.2% 

現状把握 
1,725 532 123 33 19 57 96 22 31 46 36 17 11 10 69 606 17 

100.0% 30.8% 7.1% 1.9% 1.1% 3.3% 5.6% 1.3% 1.8% 2.7% 2.1% 1.0% 0.6% 0.6% 4.1% 35.1% 1.0% 

刈谷市

31.1%

名古屋市

7.4%

岡崎市

1.9%
碧南市

1.0%豊田市

3.2%安城市

5.6%

西尾市

1.2%
大府市

1.9%

知立市

2.4%

高浜市

1.7%

豊明市

1.1%

みよし市

0.7%

東浦町

0.7%

その他

3.9%

通勤・通学を

していない

35.7%

無回答

0.6%

n=3,391

自営業

（農林業等従事者も含む）

5.1%

正規の職員・

従業員

（公務員・専門

職含む）

33.3%

派遣・契約社員

3.7%

パート･アルバイト 17.0%
会社などの役員

2.9%

学生・専門学校生

2.9%

家事専従

（専業主夫・

主婦等）

15.5%

無職

18.2%

その他

0.8%

無回答

0.7%

n=3,391
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（8）居住地区 

 

最も多いのは、「刈谷東中学校区」で 

17.4%、次いで「刈谷南中学校区」16.8%、

「依佐美中学校区」、「朝日中学校区」16.3%

の順となっています。 

 
 

 

設問８ 居住地区 

合計 
刈谷南 

中学校区 

刈谷東 

中学校区 

富士松 

中学校区 

雁が音 

中学校区 

依佐美 

中学校区 

朝日 

中学校区 
無回答 

全体 
3,391 570 589 546 525 554 552 55 

100.0% 16.8% 17.4% 16.1% 15.5% 16.3% 16.3% 1.6% 

市政評価 
1,666 286 293 263 270 267 264 23 

100.0% 17.2% 17.6% 15.8% 16.2% 16.0% 15.8% 1.4% 

現状把握 
1,725 284 296 283 255 287 288 32 

100.0% 16.5% 17.2% 16.4% 14.8% 16.6% 16.7% 1.9% 

 

（9）居住年数 

 

最も多いのは、「20年以上」で 68.9%、次

いで「10 年以上 20 年未満」13.9%、「１年

以上５年未満」8.5%の順となっています。 

 
 

 

設問９ 居住年数 

合計 半年未満 
半年以上 

１年未満 

１年以上 

５年未満 

５年以上 

10年未満 

10年以上 

20年未満 
20年以上 無回答 

全体 
3,391 4 32 289 241 472 2,335 18 

100.0% 0.1% 0.9% 8.5% 7.1% 13.9% 68.9% 0.5% 

市政評価 
1,666 2 13 136 117 234 1,162 2 

100.0% 0.1% 0.8% 8.2% 7.0% 14.0% 69.7% 0.1% 

現状把握 
1,725 2 19 153 124 238 1,173 16 

100.0% 0.1% 1.1% 8.9% 7.2% 13.8% 68.0% 0.9% 

刈谷南

中学校区

16.8%

刈谷東

中学校区

17.4%

富士松

中学校区

16.1%

雁が音

中学校区

15.5%

依佐美

中学校区

16.3%

朝日

中学校区

16.3%

無回答

1.6%

n=3,391

半年未満

0.1%
半年以上

１年未満

0.9%
１年以上

５年未満

8.5%
５年以上

10年未満

7.1%

10年以上

20年未満

13.9%20年以上

68.9%

無回答

0.5%

n=3,391
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刈谷市の全体的な印象 

市政評価、現状把握：設問 10～14（共通） 

（1）住みやすさの評価 

 

「総合的にみて、刈谷市は住みやすいと

ころだと感じますか。」と尋ねたところ、「た

いへん住みやすい」が 32.0%、「どちらかと

いえば住みやすい」が 53.7%、あわせて

85.7%が刈谷市は住みやすいと回答してい

ます。 

前回調査（令和２年度）と比べると、住

みやすいと回答した割合（「たいへん住みや

すい」と「どちらかといえば住みやすい」

の合計）は 1.0ポイントの増加となってい

ます。 

 

 

 

設問10 住みやすさ 

合計 
たいへん 

住みやすい 

どちらか 

といえば 

住みやすい 

どちらとも 

いえない 

どちらか 

といえば 

住みにくい 

たいへん 

住みにくい 
無回答 

全体 
3,391 1,086 1,821 376 71 17 20 

100.0% 32.0% 53.7% 11.1% 2.1% 0.5% 0.6% 

市政評価 
1,666 506 917 194 39 7 3 

100.0% 30.4% 55.0% 11.6% 2.3% 0.4% 0.2% 

現状把握 
1,725 580 904 182 32 10 17 

100.0% 33.6% 52.4% 10.6% 1.9% 0.6% 1.0% 

 

経年比較 

（単位：%） 

 
平成 令和 

14年度 16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 2年度 4年度 

住みやすい 73.9 76.5 78.6 80.5 82.5 84.5 82.4 82.4 82.2 84.7 85.7 

どちらとも 

いえない 
19.6 17.2 16.3 14.4 13.5 12.3 13.4 13.5 12.8 11.6 11.1 

住みにくい 5.6 5.7 4.4 4.0 3.4 2.6 3.2 3.5 4.1 3.1 2.6 

 

  

たいへん

住みやすい

32.0%

どちらかといえ

ば住みやすい

53.7%

どちらとも

いえない

11.1%

どちらかといえば

住みにくい

2.1%

たいへん住みにくい

0.5%
無回答

0.6%

n=3,391
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（2）これからの居住意向 

 

「これからも刈谷市に住み続けたいと思

いますか。」と尋ねたところ、「いつまでも

住み続けたい」が 47.3%、「当分住み続けた

い」が 40.8%、あわせて 88.1%がこれからも

住み続けたいと回答しています。 

前回調査（令和２年度）と比べると、住

み続けたいと回答した割合（「いつまでも住

み続けたい」と「当分住み続けたい」の合

計）は 1.1ポイント増加しています。 

 

 

 

設問11 刈谷市での居住意向 

合計 

いつまでも 

住み 

続けたい 

当分住み 

続けたい 

できれば 

他市町村へ 

移転したい 

すぐにでも 

他市町村へ 

移転したい 

わからない 無回答 

全体 
3,391 1,605 1,383 118 14 249 22 

100.0% 47.3% 40.8% 3.5% 0.4% 7.3% 0.6% 

市政評価 
1,666 809 670 58 5 121 3 

100.0% 48.6% 40.2% 3.5% 0.3% 7.3% 0.2% 

現状把握 
1,725 796 713 60 9 128 19 

100.0% 46.1% 41.3% 3.5% 0.5% 7.4% 1.1% 

 

経年比較 

（単位：%） 

 
平成 令和 

14年度 16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 2年度 4年度 

住み続けたい 81.4 83.6 84.2 86.1 87.5 89.6 88.7 87.1 86.5 87.0 88.1 

移転したい 6.6 6.0 5.6 5.7 4.3 3.2 3.1 3.3 3.7 4.2 3.9 

 

 

  

いつまでも

住み続けたい

47.3%

当分住み

続けたい

40.8%

できれば

他市町村へ

移転したい

3.5%

すぐにでも

他市町村へ

移転したい

0.4%

わからない

7.3%
無回答

0.6%

n=3,391
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「これからも刈谷市に住み続けたいと

思いますか。」の問いに、「いつまでも住み

続けたい」、「当分住み続けたい」と回答し

た方にその理由を尋ねたところ、「持ち家

に住んでいるため」が 62.1%で最も多く、

次いで「今の住宅に住み慣れているため」

24.1%、「住みやすい環境があるため」22.8%

の順となっています。 

   

 

 

「これからも刈谷市に住み続けたいと

思いますか。」の問いに、「できれば他市

町村へ移転したい」「すぐにでも他市町村

へ移転したい」と回答した方にその理由

を尋ねたところ、「住みやすい環境にする

ため」が 30.3%で最も多く、次いで「その

他（地域の問題、家庭の問題、ライフスタ

イルの転換など）」25.8%、「公共交通（電

車、バス等）が不便なため」22.7%の順と

なっています。 

 

 

 

  

19.5%

13.1%

2.1%

10.1%
62.1%

24.1%

1.8%

8.6%

19.4%

14.8%

6.0%

22.8%

4.6%

3.0%

11.2%

19.1%

1.4%

0.8%

親や子と同居しているため

親や子と近居しているため

家業の継承や手伝いのため

お墓や土地を管理するため

持ち家に住んでいるため

今の住宅に住み慣れているため

家賃が手頃なため

住み替える資金がないため

通勤、通学、通園に便利なため

電車、バス等の交通の便が良いため

子育てする環境が良いため

住みやすい環境があるため

騒音、悪臭等の公害がないため

地震等の災害に対し安全と思うため

近所に友人や知人が多いため

買物、通院等の日常生活が便利なため

その他

回答なし

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=2,988（複数選択可）

12.1%

1.5%

6.8%

3.8%

3.0%

6.8%

0.0%

4.5%

17.4%

4.5%

6.8%

3.8%

8.3%

22.7%

30.3%

1.5%

21.2%

25.8%

0.8%

仕事や学業のため

結婚のため

子育てのため

親の介護のため

親や子と同居するため

親や子と近居するため

家賃が手頃な物件があったため

土地や住宅を購入したため

市内の地価が高いため

市内に適当な住宅用地がないため

住宅が老朽化しているため

住宅が手狭・広すぎるため

通勤、通学、通園が不便なため

公共交通(電車、バス等)が不便なため

住みやすい環境にするため

地震等の災害に備えるため

買物、通院等の日常生活が不便なため

その他

回答なし

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

n=132（複数選択可）
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（3）刈谷市の市政（まちづくり）についての満足度 

 

「刈谷市の市政（まちづくり）について

満足していますか。」と尋ねたところ、「満

足」が 15.0%、「やや満足」が 32.0%、あわ

せて 47.0%が刈谷市の市政に満足していま

す。一方、「不満」は 2.1%、「やや不満」は

6.4%、あわせて 8.5%が不満と回答していま

す。 

前回調査（令和２年度）と比べると、満

足と回答した割合（「満足」と「やや満足」

の合計）は 5.0ポイント増加しています。 

 

 

 
設問14 刈谷市の市政（まちづくり）についての満足度 

合計 満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答 

全体 
3,391 507 1,086 1,469 217 71 41 

100.0% 15.0% 32.0% 43.3% 6.4% 2.1% 1.2% 

市政評価 
1,666 242 517 745 111 40 11 

100.0% 14.5% 31.0% 44.7% 6.7% 2.4% 0.7% 

現状把握 
1,725 265 569 724 106 31 30 

100.0% 15.4% 33.0% 42.0% 6.1% 1.8% 1.7% 

 

経年比較 

（単位：%） 

 
平成 令和 

16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 2年度 4年度 

満足、やや満足 34.6 36.1 39.8 41.8 45.1 44.2 44.7 42.7 42.0 47.0 

ふつう 43.5 41.2 38.4 43.6 42.8 45.0 44.0 45.0 46.8 43.3 

不満、やや不満 20.4 19.3 13.1 13.4 11.0 9.8 10.4 11.0 10.1 8.5 

 

  

満足

15.0%

やや満足

32.0%
ふつう

43.3%

やや不満

6.4%

不満

2.1%

無回答

1.2%

n=3,391
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市政に対する現状の評価と今後の期待 

市政評価：設問 15～47 

市政に対する現状の満足度と重要度 

「第８次刈谷市総合計画」の策定に向けた施策体系（案）をもとに設定した 33項目に対して、満足度と重要

度の評価を次のとおり点数化しました。 

 

表 満足度・重要度の算出方法 

満足度 

満足度の評価では、「満足」を５点、「やや満足」を４点、「ふつう」を３点、「やや不満」を２

点、「不満」を１点とし、各回答の合計値を、無回答を除いた件数で除して、満足度の平均ポ

イントを算出します。 

平均ポイントが５に近いほど満足度が高く、１に近いほど満足度が低いことを示します。 

重要度 

重要度の評価では、「高い」を５点、「やや高い」を４点、「ふつう」を３点、「やや低い」を２

点、「低い」を１点とし、各回答の合計値を、無回答を除いた件数で除して、重要度の平均ポ

イントを算出します。 

平均ポイントが５に近いほど重要度が高く、１に近いほど重要度が低いことを示します。 
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（1）市政に対する現状の満足度評価 

図 市政に対する現状の満足度評価 

 

 

3.2 

2.9 

3.4 

2.8 

2.7 

3.4 

6.0 

5.3 

6.1 

4.6 

5.2 

6.2 

13.0 

7.9 

4.3 

11.0 

4.6 

9.7 

3.4 

3.9 

6.3 

6.3 

9.5 

4.6 

6.9 

7.0 

25.5 

30.4 

7.1 

18.0 

13.2 

8.1 

10.2 

10.7 

11.9 

11.0 

10.1 

10.3 

9.4 

18.5 

18.2 

15.1 

12.8 

18.2 

18.1 

31.8 

24.1 

16.5 

30.4 

12.6 

21.7 

12.3 

11.5 

17.9 

18.2 

24.8 

17.4 

21.7 

24.3 

26.9 

29.5 

16.3 

29.7 

24.9 

23.0 

28.0 

70.3 

66.4 

76.5 

76.9 

74.8 

75.5 

61.5 

65.0 

63.4 

69.7 

63.0 

63.5 

46.2 

55.5 

65.3 

49.3 

69.5 

60.4 

48.9 

67.1 

66.6 

65.8 

54.1 

68.3 

60.1 

58.8 

41.3 

35.7 

63.8 

39.9 

36.7 

43.8 

49.0 

9.8

12.8

6.2

7.0

7.7

7.6

10.6

8.0

10.7

8.8

10.1

8.6

6.5

8.3

9.9

5.5

8.8

5.2

28.1

13.3

6.0

6.7

8.1

6.2

7.7

5.5

3.6

3.0

9.0

9.2

17.8

19.7

8.9

2.5

3.2

1.1

1.0

2.1

2.2

2.0

1.8

3.4

2.5

2.2

2.2

1.2

2.1

2.1

2.2

2.0

0.7

5.6

2.4

1.4

1.3

1.7

1.4

1.6

2.0

1.6

0.7

2.3

2.4

6.2

4.3

2.3

3.5

2.8

1.7

2.3

2.4

2.0

1.4

1.6

1.3

1.6

1.3

1.4

1.4

2.1

1.9

1.6

2.5

2.3

1.7

1.7

1.7

1.7

1.7

2.0

2.0

2.3

1.1

0.7

1.4

0.8

1.2

1.1

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

効率的・効果的な行政経営 3.02 

市民と行政の双方向の情報共有 2.99 

市民参加と協働のまちづくりの推進 3.09 

国際化・多文化共生の推進 3.07 

男女共同参画の推進 3.04 

市民相談体制の充実 3.04 

防犯・交通安全対策の推進 3.16 

防災・災害対策の推進 3.18 

社会保障制度の適正運用 3.10 

障害者にやさしい環境の整備 3.09 

高齢者が暮らしやすい環境の整備 3.14 

地域で支えあう福祉の充実 3.18 

健康づくり活動や医療体制の充実 3.50 

子育てしやすい環境の整備 3.28 

省エネなど地球温暖化対策の推進 3.11 

ごみの減量化・再資源化の推進 3.43 

農業の振興 3.09 

工業の振興 3.35 

商業の振興 2.79 

地域資源をいかした観光振興 3.01 

歴史や文化財の保護・活用 3.22 

文化・芸術活動の推進 3.22 

スポーツがしやすい施設・環境の整備 3.33 

青少年の健全育成 3.18 

生涯学習 3.25 

学校教育の内容や教育施設の充実 3.30 

公共下水道の整備 3.72 

水道水の安定供給 3.87 

安全で親しみのある河川・ため池の整備 3.17 

身近に親しめる公園・緑地の整備 3.52 

鉄道・バスなど公共交通の充実 3.21 

道路の整備 3.11 

良好な市街地や住環境の整備 3.36 

平均ポイント （n=1,666）

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

生涯学習に取り組みやすい施設・環境の整備
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満足度の平均ポイントの上位項目は、次のようになっています。 

 

表 満足度平均ポイント 上位項目 

順位 項目 平均ポイント 

１位 水道水の安定供給 3.87 

２位 公共下水道の整備 3.72 

３位 身近に親しめる公園・緑地の整備 3.52 

４位 健康づくり活動や医療体制の充実 3.50 

５位 ごみの減量化・再資源化の推進 3.43 

 

 

図 満足度平均ポイント 上位 20項目 

 

 

 

 

3.14

3.16

3.17

3.18

3.18

3.18

3.21

3.22

3.22

3.25

3.28

3.30

3.33

3.35

3.36

3.43

3.50

3.52

3.72

3.87

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

高齢者が暮らしやすい環境の整備

防犯・交通安全対策の推進

安全で親しみのある河川・ため池の整備

防災・災害対策の推進

地域で支えあう福祉の充実

青少年の健全育成

鉄道・バスなど公共交通の充実

歴史や文化財の保護・活用

文化・芸術活動の推進

生涯学習に取り組みやすい施設・環境の整備

子育てしやすい環境の整備

学校教育の内容や教育施設の充実

スポーツがしやすい施設・環境の整備

工業の振興

良好な市街地や住環境の整備

ごみの減量化・再資源化の推進

健康づくり活動や医療体制の充実

身近に親しめる公園・緑地の整備

公共下水道の整備

水道水の安定供給

（n=1,666）
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（2）市政に対する現状の重要度評価 

図 市政に対する現状の重要度評価 
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31.3 

29.5 
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34.3 
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32.7 
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35.8 
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23.2 
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27.3 
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56.6 
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35.4 

39.6 

33.1 

40.8 

25.6 

30.1 

37.4 

32.7 

47.5 

45.1 

36.8 

53.3 

56.6 

54.2 

44.7 

44.8 

44.1 

35.4 

32.2 

26.5 

42.9 

37.2 

29.7 

29.1 

34.9 

2.9

4.0

5.2

6.1

3.9

3.1

2.8

2.5

2.1

3.5

3.7

3.3

1.4

1.3

3.1

1.5

3.7

3.3
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9.2
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6.2

5.5
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3.7

1.7

1.4

1.0
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4.5
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3.4

2.9

0.7

0.7

1.9

2.5

1.8

1.3

0.5

0.4

1.0

1.3

1.7

1.3

0.5

1.3

1.4

0.5

1.0

1.1

1.1

2.8

3.5

1.7

1.1

0.8

1.3

0.7

0.3

0.2

1.2

1.0

1.7

0.4

0.5

5.1

4.5

3.4

3.8

3.7

3.5

3.2

3.4

3.1

3.5

3.1

3.2

3.2

3.8

3.8

3.5

4.2

4.0

3.6

3.2

3.4

3.4

3.4

3.9

3.5

4.1

3.2

3.1

3.7

3.5

3.9

3.8

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

効率的・効果的な行政経営 3.56 

市民と行政の双方向の情報共有 3.51 

市民参加と協働のまちづくりの推進 3.30 

国際化・多文化共生の推進 3.31 

男女共同参画の推進 3.51 

市民相談体制の充実 3.49 

防犯・交通安全対策の推進 3.94 

防災・災害対策の推進 3.94 

社会保障制度の適正運用 3.86 

障害者にやさしい環境の整備 3.72 

高齢者が暮らしやすい環境の整備 3.80 

地域で支えあう福祉の充実 3.68 

健康づくり活動や医療体制の充実 4.05 

子育てしやすい環境の整備 3.98 

省エネなど地球温暖化対策の推進 3.77 

ごみの減量化・再資源化の推進 3.92 

農業の振興 3.56 

工業の振興 3.60 

商業の振興 3.64 

地域資源をいかした観光振興 3.26 

歴史や文化財の保護・活用 3.23 

文化・芸術活動の推進 3.38 

スポーツがしやすい施設・環境の整備 3.54 

青少年の健全育成 3.66 

生涯学習 3.60 

学校教育の内容や教育施設の充実 3.88 

公共下水道の整備 4.00 

水道水の安定供給 4.13 

安全で親しみのある河川・ため池の整備 3.63 

身近に親しめる公園・緑地の整備 3.70 

鉄道・バスなど公共交通の充実 3.83 

道路の整備 3.88 

良好な市街地や住環境の整備 3.77 

平均ポイント （n=1,666）

高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答

生涯学習に取り組みやすい施設・環境の整備
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重要度の平均ポイントの上位項目は、次のようになっています。 

 

表 重要度平均ポイント 上位項目 

順位 項目 平均ポイント 

１位 水道水の安定供給 4.13 

２位 健康づくり活動や医療体制の充実 4.05 

３位 公共下水道の整備 4.00 

４位 子育てしやすい環境の整備 3.98 

５位 
防災・災害対策の推進 

防犯・交通安全対策の推進 
3.94 

 

 

図 重要度平均ポイント 上位 20項目 

 

 

 

 

 

3.63

3.64

3.66

3.68

3.70

3.72

3.77

3.77

3.80

3.83

3.86

3.88

3.88

3.92

3.94

3.94

3.98

4.00

4.05

4.13

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

安全で親しみのある河川・ため池の整備

商業の振興

青少年の健全育成

地域で支えあう福祉の充実

身近に親しめる公園・緑地の整備

障害者にやさしい環境の整備

省エネなど地球温暖化対策の推進

良好な市街地や住環境の整備

高齢者が暮らしやすい環境の整備

鉄道・バスなど公共交通の充実

社会保障制度の適正運用

学校教育の内容や教育施設の充実

道路の整備

ごみの減量化・再資源化の推進

防犯・交通安全対策の推進

防災・災害対策の推進

子育てしやすい環境の整備

公共下水道の整備

健康づくり活動や医療体制の充実

水道水の安定供給

（n=1,666）
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（3）満足度・重要度の平均ポイント 

満足度を横軸、重要度を縦軸としてグラフ化した図を用いて分析すると、満足度が低く重要度が高い施策（Ａ

ゾーン）として、「26 防災・災害対策の推進」、「27 防犯・交通安全対策の推進」、「2 道路の整備」や「25 社

会保障制度の適正運用」をはじめとする８項目があげられています。 

 

 

図 満足度・重要度の平均ポイントによる散布図 

 

 

満足度平均
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重要度平均
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重
要
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満足度

A                                       B

C                                       D

分野 番号 項目 分野 番号 項目

1 良好な市街地や住環境の整備 15 商業の振興

2 道路の整備 16 工業の振興

3 鉄道・バスなど公共交通の充実 17 農業の振興

4 身近に親しめる公園・緑地の整備 18 ごみの減量化・再資源化の推進

5 安全で親しみのある河川・ため池の整備 19 省エネなど地球温暖化対策の推進

6 水道水の安定供給 20 子育てしやすい環境の整備

7 公共下水道の整備 21 健康づくり活動や医療体制の充実

8 学校教育の内容や教育施設の充実 22 地域で支えあう福祉の充実

9 生涯学習に取り組みやすい施設・環境の整備 23 高齢者が暮らしやすい環境の整備

10 青少年の健全育成 24 障害者にやさしい環境の整備

11 スポーツがしやすい施設・環境の整備 25 社会保障制度の適正運用

12 文化・芸術活動の推進 26 防災・災害対策の推進

13 歴史や文化財の保護・活用 27 防犯・交通安全対策の推進

14 地域資源をいかした観光振興 28 市民相談体制の充実

29 男女共同参画の推進

30 国際化・多文化共生の推進

31 市民参加と協働のまちづくりの推進

32 市民と行政の双方向の情報共有

33 効率的・効果的な行政経営

産業
環境

福祉
安心

マネジメ

ント方針

都市
基盤

教育
文化
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表 満足度・重要度の平均ポイントによる散布図での位置（散布図位置別、重要度順） 

番号 項目 満足度 重要度 散布図での位置 

 平均値 3.22 3.69 - 

26 防災・災害対策の推進 3.18 3.94 A 

27 防犯・交通安全対策の推進 3.16 3.94 A 

2 道路の整備 3.11 3.88 A 

25 社会保障制度の適正運用 3.10 3.86 A 

3 鉄道・バスなど公共交通の充実 3.21 3.83 A 

23 高齢者が暮らしやすい環境の整備 3.14 3.80 A 

19 省エネなど地球温暖化対策の推進 3.11 3.77 A 

24 障害者にやさしい環境の整備 3.09 3.72 A 

6 水道水の安定供給 3.87 4.13 B 

21 健康づくり活動や医療体制の充実 3.50 4.05 B 

7 公共下水道の整備 3.72 4.00 B 

20 子育てしやすい環境の整備 3.28 3.98 B 

18 ごみの減量化・再資源化の推進 3.43 3.92 B 

8 学校教育の内容や教育施設の充実 3.30 3.88 B 

1 良好な市街地や住環境の整備 3.36 3.77 B 

4 身近に親しめる公園・緑地の整備 3.52 3.70 B 

22 地域で支えあう福祉の充実 3.18 3.68 C 

10 青少年の健全育成 3.18 3.66 C 

15 商業の振興 2.79 3.64 C 

5 安全で親しみのある河川・ため池の整備 3.17 3.63 C 

17 農業の振興 3.09 3.56 C 

33 効率的・効果的な行政経営 3.02 3.56 C 

29 男女共同参画の推進 3.04 3.51 C 

32 市民と行政の双方向の情報共有 2.99 3.51 C 

28 市民相談体制の充実 3.04 3.49 C 

30 国際化・多文化共生の推進 3.07 3.31 C 

31 市民参加と協働のまちづくりの推進 3.09 3.30 C 

14 地域資源をいかした観光振興 3.01 3.26 C 

16 工業の振興 3.35 3.60 D 

9 生涯学習に取り組みやすい施設・環境の整備 3.25 3.60 D 

11 スポーツがしやすい施設・環境の整備 3.33 3.54 D 

12 文化・芸術活動の推進 3.22 3.38 D 

13 歴史や文化財の保護・活用 3.22 3.23 D 
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市民の暮らしの現状など 

現状把握：設問 15～40 

 

 

図 普段の生活について（設問 15～31）調査結果比較 
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1.5

1.6

1.4

2.0

1.6

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困りごとを気軽に話しあえる人や場所が身近にある。

職場や家庭、地域などで全ての人が性別にかかわりなく

活動ができている。

振り込め詐欺や悪質商法などに気をつけている。

高齢者や障害者の方々などへの気配りなど

福祉の心を持った行動に心がけている。

自分の健康を意識している。

環境配慮行動に心がけている。

食生活に気をつけている。

地元の農産物を買うように心がけている。

刈谷の魅力を友人などに勧めたいと思う。

刈谷市に誇りや愛着を感じている。

郷土の歴史や文化に触れていると感じる。

刈谷の歴史に興味を持っている。

日頃から文化や芸術に親しむ機会がある。

節水に努めている。

身近な場所で、花や木など緑を育てている。

鉄道やバスなどの公共交通が利用しやすい。

日常（通勤・通学や買物など）の移動手段として、

徒歩や自転車、公共交通機関の利用を心がけている。

（n=1,725）

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答
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図 普段の生活について（設問 32～40）調査結果比較 
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国際交流イベントや行事に参加したことがある。

地震や台風などの災害に対する備えをしている。

ボランティアや地域活動、自主活動などに

参加したことがある。

現在、地域福祉に関するボランティア活動に

参加している。

日頃から健康づくりを実践している。

商店街のイベントなどに参加したことがある。

主に市内の店舗で買物をしている。

週1回以上スポーツをしている。

生涯学習を行っている。

(n=1,725)

はい いいえ 無回答
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（1）日常の移動手段 

 

「日常の移動手段として、徒歩や自転

車、公共交通機関の利用を心がけている」

市民の割合は、「そう思う」が 18.0%、「ど

ちらかといえばそう思う」が 18.1%、あわ

せて 36.1%となっています。 

 
 

 

設問15 日常（通勤・通学や買物など）の移動手段として、 

徒歩や自転車、公共交通機関の利用を心がけている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 310 312 377 690 36 

100.0% 18.0% 18.1% 21.9% 40.0% 2.1% 

 

（2）公共交通機関の利用のしやすさ 

 

「鉄道やバスなどの公共交通が利用し

やすい」と感じる市民の割合は、「そう思

う」が 21.9%、「どちらかといえばそう思

う」が 35.8%、あわせて 57.7%となってい

ます。 

 
 

 

設問16 鉄道やバスなどの公共交通が利用しやすい。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 378 618 328 373 28 

100.0% 21.9% 35.8% 19.0% 21.6% 1.6% 

そう思う

18.0%

どちらかと

いえばそう

思う

18.1%

どちらかといえば

そう思わない 21.9%

そう思わない

40.0%

無回答

2.1%

n=1,725

そう思う

21.9%

どちらかとい

えばそう思う

35.8%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

19.0%

そう思わない

21.6%

無回答

1.6%

n=1,725
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（3）身近な場所での緑化 

 

庭やベランダの植栽、地域や職場での

緑化活動など「身近な場所で、花や木など

緑を育てている」市民の割合は、「そう思

う」が 36.8%、「どちらかといえばそう思

う」が 25.6%、あわせて 62.4%となってい

ます。 

 
 

 

設問17 身近な場所で、花や木など緑を育てている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 634 442 206 409 34 

100.0% 36.8% 25.6% 11.9% 23.7% 2.0% 

 

（4）節水の心がけ 

 

「節水に努めている」市民の割合は、

「そう思う」が 18.7%、「どちらかといえ

ばそう思う」が 50.7%、あわせて 69.4%と

なっています。 

 

 
 

 

設問18 節水に努めている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 323 874 379 124 25 

100.0% 18.7% 50.7% 22.0% 7.2% 1.4% 

そう思う

36.8%

どちらかといえばそう思う

25.6%

どちらかと

いえばそう

思わない

11.9%

そう思わない

23.7%

無回答

2.0%

n=1,725

そう思う

18.7%

どちらかと

いえばそう

思う

50.7%

どちらかと

いえばそう

思わない

22.0%

そう思わない

7.2%

無回答

1.4%

n=1,725
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（5）文化や芸術への親しみ 

 

読書、書道、絵画、コンサート、音楽鑑

賞など「日頃から文化や芸術に親しむ機

会がある」市民の割合は、「そう思う」が

13.4%、「どちらかといえばそう思う」が

25.6%、あわせて 39.0%となっています。 

 

 
 

 

設問19 日頃から文化や芸術に親しむ機会がある。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 232 441 538 487 27 

100.0% 13.4% 25.6% 31.2% 28.2% 1.6% 

 

（6）刈谷の歴史への興味 

 

「刈谷の歴史に興味を持っている」市

民の割合は、「そう思う」が 6.1%、「どち

らかといえばそう思う」が 24.3%、あわせ

て 30.4%となっています。 

 

 
 

 

設問20 刈谷の歴史に興味を持っている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 105 420 649 525 26 

100.0% 6.1% 24.3% 37.6% 30.4% 1.5% 

 

そう思う

13.4%

どちらかと

いえばそう

思う

25.6%

どちらかといえ

ばそう思わない

31.2%

そう思わない

28.2%

無回答

1.6%

n=1,725

そう思う

6.1%

どちらかと

いえばそう

思う

24.3%

どちらかといえ

ばそう思わない

37.6%

そう思わない

30.4%

無回答

1.5%

n=1,725
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（7）郷土の歴史や文化 

 

「郷土の歴史や文化に触れていると感

じる」市民の割合は、「そう思う」が 2.6%、

「どちらかといえばそう思う」が 13.8%、

あわせて 16.4%となっています。 

 

 
 

 

設問21 郷土の歴史や文化に触れていると感じる。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 45 238 733 684 25 

100.0% 2.6% 13.8% 42.5% 39.7% 1.4% 

 

（8）刈谷市への誇りや愛着 

 

「刈谷市に誇りや愛着を感じている」

市民の割合は、「そう思う」が 12.8%、「ど

ちらかといえばそう思う」が 51.2%、あわ

せて 64.0%となっています。 

 

 
 

 

設問22 刈谷市に誇りや愛着を感じている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 221 883 383 213 25 

100.0% 12.8% 51.2% 22.2% 12.3% 1.4% 

 

そう思う

2.6% どちらかと

いえばそう

思う

13.8%

どちらかといえ

ばそう思わない

42.5%

そう思わない

39.7%

無回答

1.4%

n=1,725

そう思う

12.8%

どちらかと

いえばそう

思う

51.2%

どちらかと

いえばそう

思わない

22.2%

そう思わない

12.3%

無回答

1.4%

n=1,725
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（9）刈谷の魅力の発信 

 

遊ぶ場所がある、おいしいグルメがあ

る、スポーツが盛んなど「刈谷の魅力を友

人などに勧めたいと思う」市民の割合は、

「そう思う」が 9.2%、「どちらかといえば

そう思う」が 38.1%、あわせて 47.3%とな

っています。 

 

 
 

 

設問23 刈谷の魅力を友人などに勧めたいと思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 158 658 627 258 24 

100.0% 9.2% 38.1% 36.3% 15.0% 1.4% 

 

（10）地元農産物の購入 

 

「地元の農産物を買うように心がけて

いる」市民の割合は、「そう思う」が 17.8%、

「どちらかといえばそう思う」が 36.0%、

あわせて 53.8%となっています。 

 

 
 

 

設問24 地元の農産物を買うように心がけている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 307 621 492 281 24 

100.0% 17.8% 36.0% 28.5% 16.3% 1.4% 

 

そう思う

9.2%

どちらかと

いえばそう

思う

38.1%どちらかと

いえばそう

思わない

36.3%

そう思わない

15.0%

無回答

1.4%

n=1,725

そう思う

17.8%

どちらかと

いえばそう

思う

36.0%

どちらかとい

えばそう思

わない

28.5%

そう思わない

16.3%

無回答

1.4%

n=1,725
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（11）食生活の心がけ 

 

栄養バランス、朝食をとるなど「食生活

に気をつけている」市民の割合は、「そう

思う」が 34.6%、「どちらかといえばそう

思う」が 47.4%、あわせて 82.0%となって

います。 

 

 
 

 

設問25 食生活に気をつけている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 596 818 213 77 21 

100.0% 34.6% 47.4% 12.3% 4.5% 1.2% 

 

（12）環境配慮行動の心がけ 

 

節電、ごみの排出抑制、リユース・リサ

イクル、ごみの分別、節水、省エネ家電の

選択など「環境配慮行動に心がけている」

市民の割合は、「そう思う」が 32.0%、「ど

ちらかといえばそう思う」が 52.9%、あわ

せて 84.9%となっています。 

 

 
 

 

設問26 環境配慮行動に心がけている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 552 912 186 56 19 

100.0% 32.0% 52.9% 10.8% 3.2% 1.1% 

 

そう思う

34.6%

どちらかといえば

そう思う

47.4%

どちらかと

いえばそう

思わない

12.3%

そう思わない

4.5%

無回答

1.2%

n=1,725

そう思う

32.0%

どちらかといえば

そう思う

52.9%

どちらかといえ

ばそう思わない

10.8%

そう思わない

3.2%

無回答

1.1%

n=1,725
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（13）健康への意識 

 

「自分の健康を意識している」市民の

割合は、「そう思う」が 38.6%、「どちらか

といえばそう思う」が 47.7%、あわせて

86.3%となっています。 

 

 
 

 

設問27 自分の健康を意識している。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 666 823 178 39 19 

100.0% 38.6% 47.7% 10.3% 2.3% 1.1% 

 

（14）福祉への心がけ 

 

「高齢者や障害者の方々などへの気配

りなど福祉の心を持った行動に心がけて

いる」市民の割合は、「そう思う」が 21.8%、

「どちらかといえばそう思う」が 61.0%、

あわせて 82.8%となっています。 

 

 
 

 

設問28 高齢者や障害者の方々などへの気配りなど 

福祉の心を持った行動に心がけている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 376 1,053 231 41 24 

100.0% 21.8% 61.0% 13.4% 2.4% 1.4% 

 

そう思う

38.6%

どちらかといえば

そう思う

47.7%

どちらかといえ

ばそう思わない

10.3%

そう思わない

2.3%

無回答

1.1%

n=1,725

そう思う

21.8%

どちらかといえば

そう思う

61.0%

どちらかといえ

ばそう思わない

13.4%

そう思わない

2.4%

無回答

1.4%

n=1,725
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（15）振り込め詐欺や悪質商法などへの注意 

 

「振り込め詐欺や悪質商法などに気を

つけている」市民の割合は、「そう思う」

が 64.2%、「どちらかといえばそう思う」

が31.0%、あわせて95.2%となっています。 

 

 
 

 

設問29 振り込め詐欺や悪質商法などに気をつけている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 1,107 535 45 19 19 

100.0% 64.2% 31.0% 2.6% 1.1% 1.1% 

 

（16）職場や家庭、地域などでの男女共同参画 

 

「職場や家庭、地域などで全ての人が

性別にかかわりなく活動ができている」

市民の割合は、「そう思う」が 18.9%、「ど

ちらかといえばそう思う」が 50.7%、あわ

せて 69.6%となっています。 

 
 

 

設問30 職場や家庭、地域などで全ての人が性別にかかわりなく活動ができている。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 326 874 398 98 29 

100.0% 18.9% 50.7% 23.1% 5.7% 1.7% 

 

そう思う

64.2%

どちらかと

いえばそう

思う

31.0%

どちらかといえ

ばそう思わない

2.6%

そう思わない

1.1%

無回答

1.1%

n=1,725

そう思う

18.9%

どちらかと

いえばそう

思う

50.7%

どちらかと

いえばそう

思わない

23.1%

そう思わない

5.7%

無回答

1.7%

n=1,725
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（17）気軽に相談できる人や場所 

 

「困りごとを気軽に話しあえる人や場

所が身近にある」市民の割合は、「そう思

う」が 24.1%、「どちらかといえばそう思

う」が 40.8%、あわせて 64.9%となってい

ます。 

 

 
 

 

設問31 困りごとを気軽に話しあえる人や場所が身近にある。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725 415 704 405 180 21 

100.0% 24.1% 40.8% 23.5% 10.4% 1.2% 

 

（18）生涯学習の実践 

 

趣味・教養、講座やイベント、文化観賞、

スポーツ、地域活動など「生涯学習を行っ

ている」市民の割合は 39.5%となっていま

す。 

 

 
 

 
設問32 生涯学習を行っている。 

合計 はい いいえ 無回答 

現状把握 
1,725  682 1,019 24 

100.0% 39.5% 59.1% 1.4% 

 

そう思う

24.1%

どちらかとい

えばそう思う

40.8%

どちらかと

いえばそう

思わない

23.5%

そう思わない

10.4%

無回答

1.2%

n=1,725

はい

39.5%

いいえ

59.1%

無回答

1.4%

n=1,725



29 

（19）スポーツの実践 

 

ウォーキング、ジョギング、テニス、水

泳、体操、徒歩や自転車での通勤・通学な

ど「週１回以上スポーツをしている」市民

の割合は 48.1%となっています。 

 

 
 

 
設問33 週１回以上スポーツをしている。 

合計 はい いいえ 無回答 

現状把握 
1,725  829 877 19 

100.0% 48.1% 50.8% 1.1% 

 

（20）市内の店舗での買物 

 

「主に市内の店舗で買物をしている」

市民の割合は 82.3%となっています。 

 

 
 

 
設問34 主に市内の店舗で買物をしている。 

合計 はい いいえ 無回答 

現状把握 
1,725  1,419 289 17 

100.0% 82.3% 16.8% 1.0% 

 

はい

48.1%いいえ

50.8%

無回答

1.1%

n=1,725

はい

82.3%

いいえ

16.8%

無回答

1.0%

n=1,725
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（21）商店街のイベントへの参加 

 

お祭り、朝市、クリスマスイベントなど

「商店街のイベントなどに参加したこと

がある」市民の割合は 41.0%となっていま

す。 

 

 
 

 
設問35 商店街のイベントなどに参加したことがある。 

合計 はい いいえ 無回答 

現状把握 
1,725  707 998  20 

100.0% 41.0% 57.9% 1.2% 

 

（22）健康づくりの実践 

 

バランスの良い食生活、適度な運動、充

分な睡眠と休養など「日頃から健康づく

りを実践している」市民の割合は 68.3%と

なっています。 

 
 

 
設問36 日頃から健康づくりを実践している。 

合計 はい いいえ 無回答 

現状把握 
1,725  1,178 527 20 

100.0% 68.3% 30.6% 1.2% 

 

はい

41.0%

いいえ

57.9%

無回答

1.2%

n=1,725

はい

68.3%

いいえ

30.6%

無回答

1.2%

n=1,725
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（23）地域福祉に関するボランティア活動への参加 

 

高齢者や障害者の方々への支援など

「現在、地域福祉に関するボランティア

活動に参加している」市民の割合は 8.8%

となっています。 

 

 
 

 
設問37 現在、地域福祉に関するボランティア活動に参加している。 

合計 はい いいえ 無回答 

現状把握 
1,725  152 1,550 23 

100.0% 8.8% 89.9% 1.3% 

 

（24）ボランティアや地域活動への参加 

 

自治会活動、防犯活動、環境美化活動な

ど「ボランティアや地域活動、自主活動に

参加したことがある」市民の割合は 43.5%

となっています。 

 

 
 

 
設問38 ボランティアや地域活動、自主活動などに参加したことがある。 

合計 はい いいえ 無回答 

現状把握 
1,725  751 953 21 

100.0% 43.5% 55.2% 1.2% 

 

はい

8.8%

いいえ

89.9%

無回答

1.3%

n=1,725

はい

43.5%

いいえ

55.2%

無回答

1.2%

n=1,725
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（25）災害に対する備え 

 

避難場所の確認、水や食料等の備蓄、家

具の転倒防止など「地震や台風などの災

害に対する備えをしている」市民の割合

は 62.6%となっています。 

 
 

 
設問39 地震や台風などの災害に対する備えをしている。 

合計 はい いいえ 無回答 

現状把握 
1,725  1,080 625  20 

100.0% 62.6% 36.2% 1.2% 

 

（26）国際交流イベントへの参加 

 

外国人との交流・共生、国際理解講座、

外国語教室など「国際交流イベントや行

事に参加したことがある」市民の割合は

6.4%となっています。 

 

 
 

 
設問40 国際交流イベントや行事に参加したことがある。 

合計 はい いいえ 無回答 

現状把握 
1,725  111 1,592 22 

100.0% 6.4% 92.3% 1.3% 

 

  

はい

62.6%

いいえ

36.2%

無回答

1.2%

n=1,725

はい

6.4%

いいえ

92.3%

無回答

1.3%

n=1,725
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刈谷市のまちの現状 

現状把握：設問 41～63 

 

図 刈谷市のまちの現状の調査結果比較 
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刈谷市は、快適で便利な住環境が整備されていると思う。

刈谷駅周辺は、活気や魅力があると思う。

刈谷市の道路は、車・自転車・徒歩などで移動しやすい

と思う。

刈谷市は、緑や自然を身近に感じることができると思う。

刈谷市は、公園・緑地が充実していると思う。

刈谷市は、安心して水道を利用できると思う。

刈谷市は、各種施設が整い、文化やスポーツ、学習活動

などに取り組みやすいと思う。

刈谷市は、文化芸術の創作や発表をしやすい環境が整備

されていると思う。

刈谷市は、産業が活発だと思う。

刈谷市には、休日などにリフレッシュできる場所が

あると思う。

刈谷市は、子どもを生み・育てやすいと思う。

刈谷市は、安心して医療を受けられる環境が整っている

と思う。

刈谷市は、地域の支えあいにより高齢者や障害者も

安心して暮らせると思う。

刈谷市は、災害に強いまちであると思う。

刈谷市は、犯罪や事故への不安がなく安心して

外出できると思う。

刈谷市に住む外国人と日本人は、異なる文化や習慣を

互いに認め合いながら暮らしていると思う。

刈谷市は、地域活動やボランティア活動が活発である

と思う。

刈谷市は、市民の意見が市政に反映されていると思う。

刈谷市では、生活に必要な情報を得ることができると思う。

刈谷市では、効率的に行政運営が行われていると思う。

刈谷市では、健全な財政状況を維持していると思う。

刈谷市は、市民一人ひとりの意識やモラルが高いと思う。

刈谷市は、地域での交流や世代・分野などの垣根を越えた

交流が活発であると思う。

（n=1,725）

①都市基盤

②教育文化

③産業環境

④福祉安心

⑤計画推進

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答
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都市基盤について 

（1）快適で便利な住環境 

 

「刈谷市は、快適で便利な住環境が整

備されていると思う」市民の割合は、「そ

う思う」が 20.4%、「どちらかといえばそ

う思う」が 61.7%、あわせて 82.1%となっ

ています。 

 

 
 

 

設問41 刈谷市は、快適で便利な住環境が整備されていると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  352 1,065 222 65 21 

100.0% 20.4% 61.7% 12.9% 3.8% 1.2% 

 

（2）刈谷駅周辺の活気や魅力 

 

「刈谷駅周辺は、活気や魅力があると

思う」市民の割合は、「そう思う」が 15.2%、

「どちらかといえばそう思う」が 51.1%、

あわせて 66.3%となっています。 

 

 
 

 

設問42 刈谷駅周辺は、活気や魅力があると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  262 882 463 97 21 

100.0% 15.2% 51.1% 26.8% 5.6% 1.2% 

そう思う

20.4%

どちらかといえば

そう思う

61.7%

どちらかと

いえばそう

思わない

12.9%

そう思わない

3.8%

無回答

1.2%

n=1,725

そう思う

15.2%

どちらかと

いえば

そう思う

51.1%

どちらかと

いえばそう

思わない

26.8%

そう思わない

5.6%

無回答

1.2%

n=1,725
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（3）道路の移動のしやすさ 

 

「刈谷市の道路は、車・自転車・徒歩な

どで移動しやすいと思う」市民の割合は、

「そう思う」が 19.2%、「どちらかといえ

ばそう思う」が 48.2%、あわせて 67.4%と

なっています。 

 

 
 

 

設問43 刈谷市の道路は、車・自転車・徒歩などで移動しやすいと思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  332 831 404 140 18 

100.0% 19.2% 48.2% 23.4% 8.1% 1.0% 

 

（4）身近な緑や自然 

 

「刈谷市は、緑や自然を身近に感じる

ことができると思う」市民の割合は、「そ

う思う」が 18.3%、「どちらかといえばそ

う思う」が 52.9%、あわせて 71.2%となっ

ています。 

 

 
 

 

設問44 刈谷市は、緑や自然を身近に感じることができると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  316 912 397 80 20 

100.0% 18.3% 52.9% 23.0% 4.6% 1.2% 

 

そう思う

19.2%

どちらかと

いえば

そう思う

48.2%

どちらかと

いえばそう

思わない

23.4%

そう思わない

8.1%

無回答

1.0%

n=1,725

そう思う

18.3%

どちらかと

いえば

そう思う

52.9%

どちらかと

いえばそう

思わない

23.0%

そう思わない

4.6%

無回答

1.2%

n=1,725
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（5）公園・緑地の充実 

 

「刈谷市は、公園・緑地が充実している

と思う」市民の割合は、「そう思う」が

24.7%、「どちらかといえばそう思う」が

52.6%、あわせて 77.3%となっています。 

 

 
 

 

設問45 刈谷市は、公園・緑地が充実していると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  426 907 302 73 17 

100.0% 24.7% 52.6% 17.5% 4.2% 1.0% 

 

（6）水道の利用 

 

「刈谷市は、安心して水道が利用でき

ると思う」市民の割合は、「そう思う」が

49.4%、「どちらかといえばそう思う」が

43.6%、あわせて 93.0%となっています。 

 

 
 

 

設問46 刈谷市は、安心して水道を利用できると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  852 752 82 20 19 

100.0% 49.4% 43.6% 4.8% 1.2% 1.1% 

 

  

そう思う

24.7%

どちらかと

いえばそう思う

52.6%

どちらかと

いえば

そう思わない

17.5%

そう思わない

4.2%

無回答

1.0%

n=1,725

そう思う

49.4%

どちらかと

いえばそう

思う

43.6%

どちらかと

いえばそう

思わない

4.8%

そう思わない

1.2%

無回答

1.1%

n=1,725
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教育・文化について 

（1）文化やスポーツ、学習活動などの取り組みやすさ 

 

「刈谷市は、各種施設が整い、文化やス

ポーツ、学習活動などに取り組みやすい

と思う」市民の割合は、「そう思う」が

19.8%、「どちらかといえばそう思う」が

59.9%、あわせて 79.7%となっています。 

 

 
 

 

設問47 刈谷市は、各種施設が整い、文化やスポーツ、学習活動などに 

取り組みやすいと思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  342 1,033 272 60 18 

100.0% 19.8% 59.9% 15.8% 3.5% 1.0% 

 

（2）文化芸術の創作や発表のしやすさ 

 

「刈谷市は、文化芸術の創作や発表を

しやすい環境が整備されていると思う」

市民の割合は、「そう思う」が 13.7%、「ど

ちらかといえばそう思う」が 53.9%、あわ

せて 67.6%となっています。 

 

 
 

 

設問48 刈谷市は、文化芸術の創作や発表をしやすい環境が整備されていると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  236 929 461 78 21 

100.0% 13.7% 53.9% 26.7% 4.5% 1.2% 

そう思う

19.8%

どちらかといえばそう思う

59.9%

どちらかと

いえばそう

思わない

15.8%

そう思わない

3.5%

無回答

1.0%

n=1,725

そう思う

13.7%

どちらかと

いえば

そう思う

53.9%

どちらかと

いえばそう

思わない

26.7%

そう思わない

4.5%

無回答

1.2%

n=1,725
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 産業環境について 

（1）産業の活発さ 

 

「刈谷市は、産業が活発だと思う」市民

の割合は、「そう思う」が 61.0%、「どちら

かといえばそう思う」が 33.0%、あわせて

94.0%となっています。 

 

 
 

 

設問49 刈谷市は、産業が活発だと思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  1,052 570 75 13 15 

100.0% 61.0% 33.0% 4.3% 0.8% 0.9% 

 

（2）休日などにリフレッシュできる場所 

 

「刈谷市には、休日などにリフレッシ

ュできる場所があると思う」市民の割合

は、「そう思う」が 16.5%、「どちらかとい

えばそう思う」が 43.4%、あわせて 59.9%

となっています。 

 
 

 

設問50 刈谷市には、休日などにリフレッシュできる場所があると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  285 749 535 143 13 

100.0% 16.5% 43.4% 31.0% 8.3% 0.8% 

そう思う

61.0%

どちらかと

いえば

そう思う

33.0%

どちらかといえ

ばそう思わない

4.3%

そう思わない

0.8%

無回答

0.9%

n=1,725

そう思う

16.5%

どちらかと

いえば

そう思う

43.4%

どちらかと

いえばそう

思わない

31.0%

そう思わない

8.3%

無回答

0.8%

n=1,725
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福祉安心について 

（1）子どもの生み・育てやすさ 

 

「刈谷市は、子どもを生み・育てやすい

と思う」市民の割合は、「そう思う」が

27.8%、「どちらかといえばそう思う」が

58.5%、あわせて 86.3%となっています。 

 

 
 

 

設問51 刈谷市は、子どもを生み・育てやすいと思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  479 1,009 180 38 19 

100.0% 27.8% 58.5% 10.4% 2.2% 1.1% 

 

（2）医療環境 

 

「刈谷市は、安心して医療が受けられ

る環境が整っていると思う」市民の割合

は、「そう思う」が 33.7%、「どちらかとい

えばそう思う」が 54.8%、あわせて 88.5%

となっています。 

 

 
 

 

設問52 刈谷市は、安心して医療を受けられる環境が整っていると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  582 945 145 40 13 

100.0% 33.7% 54.8% 8.4% 2.3% 0.8% 

 

そう思う

27.8%

どちらかといえば

そう思う

58.5%

どちらかと

いえばそう

思わない

10.4%

そう思わない

2.2%

無回答

1.1%

n=1,725

そう思う

33.7%

どちらかといえば

そう思う

54.8%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

8.4%

そう思わない

2.3%

無回答

0.8%

n=1,725
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（3）高齢者や障害者の安心した暮らし 

 

「刈谷市は、地域の支えあいにより高

齢者や障害者も安心して暮らせると思

う」市民の割合は、「そう思う」が 14.9%、

「どちらかといえばそう思う」が 57.5%、

あわせて 72.4%となっています。 

 
 

 

設問53 刈谷市は、地域の支えあいにより高齢者や障害者も 

安心して暮らせると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  257 992 398 59 19 

100.0% 14.9% 57.5% 23.1% 3.4% 1.1% 

 

（4）災害への強さ 

 

「刈谷市は、災害に強いまちであると思

う」市民の割合は、「そう思う」が 7.8%、

「どちらかといえばそう思う」が 52.9%、

あわせて 60.7%となっています。 

 

 
 

 

設問54 刈谷市は、災害に強いまちであると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  135 912 567 91 20 

100.0% 7.8% 52.9% 32.9% 5.3% 1.2% 

そう思う

14.9%

どちらかと

いえば

そう思う

57.5%

どちらかと

いえばそう

思わない

23.1%

そう思わない

3.4%

無回答

1.1%

n=1,725

そう思う

7.8%

どちらかと

いえばそう

思う

52.9%

どちらかと

いえばそう

思わない

32.9%

そう思わない

5.3%

無回答

1.2%

n=1,725
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（5）犯罪や事故への不安 

 

「刈谷市は、犯罪や事故への不安がな

く安心して外出ができると思う」市民の

割合は、「そう思う」が 10.8%、「どちらか

といえばそう思う」が 53.3%、あわせて

64.1%となっています。 

 
 

 

設問55 刈谷市は、犯罪や事故への不安がなく安心して外出できると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  186 920 503 100 16 

100.0% 10.8% 53.3% 29.2% 5.8% 0.9% 

 

（6）外国人との共生 

 

「刈谷市に住む外国人と日本人は、異

なる文化や習慣を互いに認め合いながら

暮らしていると思う」市民の割合は、「そ

う思う」が 5.6%、「どちらかといえばそう

思う」が 56.1%、あわせて 61.7%となって

います。 

 

 
 

 

設問56 刈谷市に住む外国人と日本人は、異なる文化や習慣を 

互いに認め合いながら暮らしていると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  97 967 535 93 33 

100.0% 5.6% 56.1% 31.0% 5.4% 1.9% 

そう思う

10.8%

どちらかと

いえばそう

思う

53.3%

どちらかと

いえばそう

思わない

29.2%

そう思わない

5.8%

無回答

0.9%

n=1,725

そう思う

5.6%

どちらかと

いえばそう

思う

56.1%

どちらかと

いえばそう

思わない

31.0%

そう思わない

5.4%

無回答

1.9%

n=1,725



42 

（7）地域活動やボランティア活動の活発さ 

 

「刈谷市は、地域活動やボランティア

活動が活発であると思う」市民の割合は、

「そう思う」が 6.4%、「どちらかといえば

そう思う」が 49.0%、あわせて 55.4%とな

っています。 

 
 

 

設問57 刈谷市は、地域活動やボランティア活動が活発であると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  111 845 664 83 22 

100.0% 6.4% 49.0% 38.5% 4.8% 1.3% 

 

 

  

そう思う

6.4%

どちらかと

いえばそう

思う

49.0%

どちらかと

いえばそう

思わない

38.5%

そう思わない

4.8%

無回答

1.3%

n=1,725



43 

計画推進について 

（1）市民意見の市政への反映 

 

「刈谷市は、市民の意見が市政に反映

されていると思う」市民の割合は、「そう

思う」が 3.5%、「どちらかといえばそう思

う」が 47.0%、あわせて 50.5%となってい

ます。 

 
 

 

設問58 刈谷市は、市民の意見が市政に反映されていると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  61 811 657 168 28 

100.0% 3.5% 47.0% 38.1% 9.7% 1.6% 

 

（2）生活に必要な情報 

 

「刈谷市では、生活に必要な情報を得

ることができると思う」市民の割合は、

「そう思う」が 10.1%、「どちらかといえ

ばそう思う」が 62.1%、あわせて 72.2%と

なっています。 

 

 
 

 

設問59 刈谷市では、生活に必要な情報を得ることができると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  175 1,072 382 75 21 

100.0% 10.1% 62.1% 22.1% 4.3% 1.2% 

そう思う

3.5%

どちらかと

いえばそう

思う

47.0%

どちらかと

いえばそう

思わない

38.1%

そう思わない

9.7%

無回答

1.6%

n=1,725

そう思う

10.1%

どちらかと

いえばそう

思う

62.1%

どちらかと

いえばそう

思わない

22.1%

そう思わない

4.3%

無回答

1.2%

n=1,725
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（3）効率的な行政運営 

 

「刈谷市では、効率的に行政運営が行

われていると思う」市民の割合は、「そう

思う」が 5.4%、「どちらかといえばそう思

う」が 53.4%、あわせて 58.8%となってい

ます。 

 

 
 

 

設問60 刈谷市では、効率的に行政運営が行われていると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  94 922 573 107 29 

100.0% 5.4% 53.4% 33.2% 6.2% 1.7% 

 

（4）健全な財政維持 

 

「刈谷市では、健全な財政状況を維持

していると思う」市民の割合は、「そう思

う」が 17.0%、「どちらかといえばそう思

う」が 61.4%、あわせて 78.4%となってい

ます。 

 

 
 

 

設問61 刈谷市では、健全な財政状況を維持していると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  293 1,059 278 66 29 

100.0% 17.0% 61.4% 16.1% 3.8% 1.7% 

 

そう思う

5.4%

どちらかと

いえばそう

思う

53.4%

どちらかと

いえばそう

思わない

33.2%

そう思わない

6.2%

無回答

1.7%

n=1,725

そう思う

17.0%

どちらかといえばそう思う

61.4%

どちらかと

いえばそう

思わない

16.1%

そう思わない

3.8%

無回答

1.7%

n=1,725
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（5）市民一人ひとりの意識やモラル 

 

「刈谷市は、市民一人ひとりの意識や

モラルが高いと思う」市民の割合は、「そ

う思う」が 7.5%、「どちらかといえばそう

思う」が 58.2%、あわせて 65.7%となって

います。 

 
 

 

設問62 刈谷市は、市民一人ひとりの意識やモラルが高いと思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  129 1,004 471 96 25 

100.0% 7.5% 58.2% 27.3% 5.6% 1.4% 

 

（6）地域交流や世代・分野間交流の活発さ 

 

「刈谷市は、地域での交流や世代・分野

などの垣根を越えた交流が活発であると

思う」市民の割合は、「そう思う」が 4.6%、

「どちらかといえばそう思う」が 39.9%、

あわせて 44.5%となっています。 

 

 
 

 

設問63 刈谷市は、地域での交流や世代・分野などの 

垣根を越えた交流が活発であると思う。 

合計 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう思わない 無回答 

現状把握 
1,725  80 689 802 124 30 

100.0% 4.6% 39.9% 46.5% 7.2% 1.7% 

そう思う

7.5%

どちらかと

いえばそう

思う

58.2%

どちらかと

いえばそう

思わない

27.3%

そう思わない

5.6%

無回答

1.4%

n=1,725

そう思う

4.6%

どちらかと

いえばそう

思う

39.9%どちらかと

いえばそう

思わない

46.5%

そう思わない

7.2%

無回答

1.7%

n=1,725



46 

３.新型コロナウイルス感染症の影響について 

【新型コロナウイルスの感染拡大と調査の時期について】 

新型コロナウイルス感染拡大に伴う影響を把握するため、コロナ禍における「活動」や「場所への外出」

に対する意識及び行動の変化を調査しました。令和２年度においても同様の調査を実施しているため、双

方の調査結果を比較します。 

なお、下図では、令和２年１月 16日～令和４年６月 30日までの愛知県における新規陽性者数の推移に

緊急事態宣言期間と市民意識調査時期をあわせて記載しています。 

 

※前回調査時期 

令和２年４月 16日～５月 13日、10月 29日～11月 18日の２時点。 

 

図 愛知県における新規陽性者数の推移 

 
 

参照：NHK「愛知県の新型コロナデータ」 

  



47 

回答者の業種 

市政評価：設問 48、現状把握：設問 64 

※設問６『あなたの職業は？』に対し、「１.自営業（農林業等従事者も含む）」「２.正規の職員・従業員（公務

員、専門職含む）」「３.派遣・契約社員」「４.パート・アルバイト」「５.会社員などの役員」と回答した方 

 

最も多いのは、「製造業」34.2%、次いで「医療、福祉」11.3%、「卸売業、小売業」8.5%の順となっ

ています。 

 

 

  

1.0%

4.4%

39.9%

0.9%

2.0%

3.5%

7.8%

1.9%

1.4%

2.6%

3.6%

1.7%

5.1%

8.9%

0.5%

6.3%

2.9%

4.5%

1.1%

1.0%

3.8%

34.2%

0.9%

1.9%

3.4%

8.5%

2.1%

1.3%

2.3%

3.8%

1.9%

5.8%

11.3%

0.8%

7.8%

3.0%

4.8%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40%

農業、林業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業（エネルギー関連）

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの）

公務

その他の業種

無回答

前回調査：R2年11月頃 (n=2,068) 今回調査：R4年4月頃 (n=2,101)
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コロナ禍における「活動」や「場所への外出」に対する意識変化 

市政評価：設問 49、現状把握：設問 65 

 

感染拡大前と比較して、「活動」や「場所への外出」を控えようと思ったか尋ねたところ、以下のような

回答が得られました。 
 

図 コロナ禍における「活動」や「場所への外出」に対する意識変化 調査結果比較 

 

27.3

4.4

4.3

43.8

7.5

10.1

59.9

15.1

18.2

64.3

21.7

29.2

43.5

13.4

8.3

33.2

8.8

5.9

29.8

5.3

2.7

45.7

18.9

12.7

41.5

18.2

11.0

49.2

32.1

34.0

41.6

37.5

46.9

29.2

37.0

48.3

26.4

40.8

49.2

29.5

27.2

29.8

33.2

23.2

22.4

36.1

28.3

22.7

25.9

30.0

36.9

24.5

26.5

32.0

11.3

31.7

27.5

7.8

31.0

24.6

4.3

25.3

19.0

3.5

21.1

12.5

11.1

29.2

32.1

14.8

31.1

32.9

16.3

31.9

30.6

8.8

24.4

25.2

10.8

26.4

30.1

7.2

20.3

23.8

3.0

15.7

12.0

2.0

15.0

9.1

1.2

10.3

4.2

5.4

15.3

16.0

7.4

19.8

22.6

9.8

22.4

29.0

1.6

6.8

6.6

1.2

6.1

5.0

2.8

8.4

8.0

1.0

5.2

4.3

0.7

4.1

2.6

0.4

2.2

1.6

1.6

5.3

4.7

2.3

7.5

8.0

3.2

7.3

11.6

0.4

1.6

2.2

0.3

0.9

1.7

0.7

1.3

1.1

0.6

1.1

0.6

2.0

1.7

1.6

2.4

2.3

2.3

7.1

7.8

7.8

7.3

7.7

7.1

3.0

3.1

1.9

15.6

16.3

15.1

19.3

19.8

18.8

1.6

1.8

1.3

2.0

2.1

1.4

1.8

1.8

1.2

1.7

1.7

1.1

1.7

1.8

1.3

1.8

1.9

1.2

1.8

1.7

1.4

2.1

2.1

1.3

2.3

2.1

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

活動

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない 控えようと思わない

控えようと全く思わない この活動を行っていない 無回答

（１）食料品・日用品の買物

（２）食料品・日用品以外

の買物

（３）外食

（１人もしくは家族と）

（４）友人や知人との

交際・会食

（５）運動・スポーツ

（６）公園での活動

（遊び・散歩等）

（７）診療

（８）福祉施設の利用

（９）ボランティア・

社会参加

前回調査：R2年4～5月頃 (n=3,266) 前回調査：R2年11月頃 (n=3,266) 今回調査：R4年4月頃 (n=3,391)
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19.2

3.7

1.9

18.5

4.4

2.7

60.9

20.1

21.4

52.7

11.4

13.3

38.5

13.2

7.6

34.6

17.0

11.7

26.4

15.8

13.2

27.6

39.4

46.6

33.9

35.5

46.0

29.9

21.0

21.3

22.7

34.7

32.8

25.0

33.6

32.9

5.8

23.1

18.1

7.8

30.3

23.7

17.2

33.3

32.3

15.2

27.4

33.6

12.8

22.2

27.2

2.0

11.3

8.5

2.3

16.2

11.5

6.8

19.7

24.9

5.5

14.4

18.1

7.0

13.5

17.0

1.1

3.9

3.1

0.9

4.2

3.5

3.6

8.9

11.8

2.8

2.8

1.9

10.4

10.4

7.0

2.6

2.3

2.3

2.5

2.4

1.9

3.9

3.9

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

R2年4～5月頃

R2年11月頃

R4年4月頃

場所への外出

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない 控えようと思わない 控えようと全く思わない 無回答

前回調査：R2年4～5月頃 (n=3,266) 前回調査：R2年11月頃 (n=3,266) 今回調査：R4年4月頃 (n=3,391)

（10）自宅周辺

（徒歩約15分以内）

（11）勤務地・学校周辺

（徒歩約15分以内）

（12）自宅から離れた

都心・中心市街地

（名古屋駅・刈谷駅等）

（13）自宅から離れた郊外

（ショッピングセンター等）

（14）自然地（海・山等）
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（1）食料品・日用品の買物 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと思う」が 49.2%で最も多く、次いで「控えようと強く思う」が

27.3％となっており、あわせて 76.5％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「控えようと思う」が 32.1%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 31.7％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「控えようと思う」が 34.0%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 27.5%となっ

ています。 

 
 

 
コロナ禍における「活動」に対する意識変化 

(1)食料品・日用品の買物 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらで

もない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わ

ない 

この活動

を行って

いない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 890 1,607 368 236 91 23 51 

100.0% 27.3% 49.2% 11.3% 7.2% 2.8% 0.7% 1.6% 

R2年 

11月頃 

3,266 145 1,049 1,036 662 275 41 58 

100.0% 4.4% 32.1% 31.7% 20.3% 8.4% 1.3% 1.8% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 146 1,152 933 806 272 38 44 

100.0% 4.3% 34.0% 27.5% 23.8% 8.0% 1.1% 1.3% 

  

27.3%

4.4%

4.3%

49.2%

32.1%

34.0%

11.3%

31.7%

27.5%

7.2%

20.3%

23.8%

2.8%

8.4%

8.0%

0.7%

1.3%

1.1%

1.6%

1.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない この活動を行っていない

無回答
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（2）食料品・日用品以外の買物 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」が 43.8%で最も多く、次いで「控えようと思う」が

41.6％となっており、あわせて 85.4％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「控えようと思う」が 37.5%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 31.0％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「控えようと思う」が 46.9%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 24.6％となっ

ています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「活動」に対する意識変化 

(2)食料品・日用品以外の買物 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらで

もない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わ

ない 

この活動

を行って

いない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 1,432 1,360 256 97 34 21 66 

100.0% 43.8% 41.6% 7.8% 3.0% 1.0% 0.6% 2.0% 

R2年 

11月頃 

3,266 245 1,225 1,011 512 169 35 69 

100.0% 7.5% 37.5% 31.0% 15.7% 5.2% 1.1% 2.1% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 344 1,589 834 408 145 22 49 

100.0% 10.1% 46.9% 24.6% 12.0% 4.3% 0.6% 1.4% 

 

 

  

43.8%

7.5%

10.1%

41.6%

37.5%

46.9%

7.8%

31.0%

24.6%

3.0%

15.7%

12.0%

1.0%

5.2%

4.3%

0.6%

1.1%

0.6%

2.0%

2.1%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない この活動を行っていない

無回答
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（3）外食（１人もしくは家族と） 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」が 59.9%で最も多く、次いで「控えようと思う」が

29.2％となっており、あわせて 89.1％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「控えようと思う」が 37.0%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 25.3％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「控えようと思う」が 48.3%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 19.0％となっ

ています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「活動」に対する意識変化 

(3)外食（１人もしくは家族と） 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらで

もない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わ

ない 

この活動

を行って

いない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 1,957 955 142 64 24 64 60 

100.0% 59.9% 29.2% 4.3% 2.0% 0.7% 2.0% 1.8% 

R2年 

11月頃 

3,266 493 1,209 826 490 135 55 58 

100.0% 15.1% 37.0% 25.3% 15.0% 4.1% 1.7% 1.8% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 617 1637 644 309 89 54 41 

100.0% 18.2% 48.3% 19.0% 9.1% 2.6% 1.6% 1.2% 

 

  

59.9%

15.1%

18.2%

29.2%

37.0%

48.3%

4.3%

25.3%

19.0%

2.0%

15.0%

9.1%

0.7%

4.1%

2.6%

2.0%

1.7%

1.6%

1.8%

1.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない この活動を行っていない

無回答
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（4）友人や知人との交際・会食 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」が 64.3%で最も多く、次いで「控えようと思う」が

26.4％となっており、あわせて 90.7％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「控えようと思う」が 40.8%で最も多く、次いで「控えようと強く思う」が 21.7％

となっており、あわせて 62.5％が「控えようと思う」となっています。 

令和４年４月頃は、「控えようと思う」が 49.2%で最も多く、次いで「控えようと強く思う」が 29.2％と

なっており、あわせて 78.4％が「控えようと思う」となっています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「活動」に対する意識変化 

(4)友人や知人との交際・会食 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらで

もない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わ

ない 

この活動

を行って

いない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 2,100 863 114 38 14 80 57 

100.0% 64.3% 26.4% 3.5% 1.2% 0.4% 2.4% 1.7% 

R2年 

11月頃 

3,266 709 1,333 688 335 73 74 54 

100.0% 21.7% 40.8% 21.1% 10.3% 2.2% 2.3% 1.7% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 991 1,667 423 143 53 77 37 

100.0% 29.2% 49.2% 12.5% 4.2% 1.6% 2.3% 1.1% 

 

  

64.3%

21.7%

29.2%

26.4%

40.8%

49.2%

3.5%

21.1%

12.5%

1.2%

10.3%

4.2%

0.4%

2.2%

1.6%

2.4%

2.3%

2.3%

1.7%

1.7%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない この活動を行っていない

無回答
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（5）運動・スポーツ 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」が 43.5%で最も多く、次いで「控えようと思う」が

29.5％となっており、あわせて 73.0％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「どちらでもない」が 29.2%で最も多く、次いで「控えようと思う」が 27.2％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「どちらでもない」が 32.1%で最も多く、次いで「控えようと思う」が 29.8％となっ

ています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「活動」に対する意識変化 

(5)運動・スポーツ 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらで

もない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わ

ない 

この活動

を行って

いない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 1,421 965 364 175 51 233 57 

100.0% 43.5% 29.5% 11.1% 5.4% 1.6% 7.1% 1.7% 

R2年 

11月頃 

3,266 438 889 953 500 173 255 58 

100.0% 13.4% 27.2% 29.2% 15.3% 5.3% 7.8% 1.8% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 280 1,009 1,090 542 160 266 44 

100.0% 8.3% 29.8% 32.1% 16.0% 4.7% 7.8% 1.3% 

 

  

43.5%

13.4%

8.3%

29.5%

27.2%

29.8%

11.1%

29.2%

32.1%

5.4%

15.3%

16.0%

1.6%

5.3%

4.7%

7.1%

7.8%

7.8%

1.7%

1.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない この活動を行っていない

無回答
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（6）公園での活動（遊び・散歩等） 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」、「控えようと思う」が各 33.2%で最も多く、あわせて

66.4％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「どちらでもない」が 31.1%で最も多く、次いで「控えようと思う」が 23.2％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「どちらでもない」が 32.9%で最も多く、次いで「控えようと思わない」が 22.6％と

なっています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「活動」に対する意識変化 

(6)公園での活動（遊び・散歩等） 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらで

もない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わ

ない 

この活動

を行って

いない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 1,084 1,084 483 243 74 238 60 

100.0% 33.2% 33.2% 14.8% 7.4% 2.3% 7.3% 1.8% 

R2年 

11月頃 

3,266 288 757 1,017 646 246 251 61 

100.0% 8.8% 23.2% 31.1% 19.8% 7.5% 7.7% 1.9% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 200 760 1,114 765 271 241 40 

100.0% 5.9% 22.4% 32.9% 22.6% 8.0% 7.1% 1.2% 

 

  

33.2%

8.8%

5.9%

33.2%

23.2%

22.4%

14.8%

31.1%

32.9%

7.4%

19.8%

22.6%

2.3%

7.5%

8.0%

7.3%

7.7%

7.1%

1.8%

1.9%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない この活動を行っていない

無回答
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（7）診療 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと思う」が 36.1%で最も多く、次いで「控えようと強く思う」が

29.8％となっており、あわせて 65.9％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「どちらでもない」が 31.9%で最も多く、次いで「控えようと思う」が 28.3％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「どちらでもない」が 30.6%で最も多く、次いで「控えようと思わない」が 29.0％と

なっています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「活動」に対する意識変化 

(7)診療 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらで

もない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わ

ない 

この活動

を行って

いない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 973 1,179 532 321 105 98 58 

100.0% 29.8% 36.1% 16.3% 9.8% 3.2% 3.0% 1.8% 

R2年 

11月頃 

3,266 174 925 1,041 732 238 100 56 

100.0% 5.3% 28.3% 31.9% 22.4% 7.3% 3.1% 1.7% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 92 770 1,038 985 395 63 48 

100.0% 2.7% 22.7% 30.6% 29.0% 11.6% 1.9% 1.4% 

 

 

  

29.8%

5.3%

2.7%

36.1%

28.3%

22.7%

16.3%

31.9%

30.6%

9.8%

22.4%

29.0%

3.2%

7.3%

11.6%

3.0%

3.1%

1.9%

1.8%

1.7%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない この活動を行っていない

無回答
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（8）福祉施設の利用 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」が 45.7%で最も多く、次いで「控えようと思う」が

25.9％となっており、あわせて 71.6％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「控えようと思う」が 30.0%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 24.4％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「控えようと思う」が 36.9%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 25.2％となっ

ています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「活動」に対する意識変化 

(8)福祉施設の利用 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらで

もない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わ

ない 

この活動

を行って

いない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 1,491 847 287 51 12 509 69 

100.0% 45.7% 25.9% 8.8% 1.6% 0.4% 15.6% 2.1% 

R2年 

11月頃 

3,266 618 979 797 223 51 531 67 

100.0% 18.9% 30.0% 24.4% 6.8% 1.6% 16.3% 2.1% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 431 1,251 853 224 74 513 45 

100.0% 12.7% 36.9% 25.2% 6.6% 2.2% 15.1% 1.3% 

 

  

45.7%

18.9%

12.7%

25.9%

30.0%

36.9%

8.8%

24.4%

25.2%

1.6%

6.8%

6.6%

0.4%

1.6%

2.2%

15.6%

16.3%

15.1%

2.1%

2.1%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない この活動を行っていない

無回答
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（9）ボランティア・社会参加 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」が 41.5％で最も多く、次いで「控えようと思う」が

24.5％となっており、あわせて 66.0％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「控えようと思う」が 26.5%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 26.4％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「控えようと思う」が 32.0%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 30.1％となっ

ています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「活動」に対する意識変化 

(9)ボランティア・社会参加 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらで

もない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わ

ない 

この活動

を行って

いない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 1,357 800 352 40 11 631 75 

100.0% 41.5% 24.5% 10.8% 1.2% 0.3% 19.3% 2.3% 

R2年 

11月頃 

3,266 595 864 861 199 31 648 68 

100.0% 18.2% 26.5% 26.4% 6.1% 0.9% 19.8% 2.1% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 372 1,084 1,022 170 57 636 50 

100.0% 11.0% 32.0% 30.1% 5.0% 1.7% 18.8% 1.5% 

 

  

41.5%

18.2%

11.0%

24.5%

26.5%

32.0%

10.8%

26.4%

30.1%

1.2%

6.1%

5.0%

0.3%

0.9%

1.7%

19.3%

19.8%

18.8%

2.3%

2.1%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない この活動を行っていない

無回答
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（10）自宅周辺（徒歩約 15分以内） 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと思う」が 34.6％で最も多く、次いで「どちらでもない」が

22.7％となっています。 

令和２年 11月頃は、「どちらでもない」が 34.7%で最も多く、次いで「控えようと思わない」が 27.4％

となっています。 

令和４年４月頃は、「控えようと思わない」が 33.6%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 32.8％と

なっています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「場所への外出」に対する意識変化 

(10)自宅周辺（徒歩約15分以内） 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらでも

ない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わな

い 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 627 1,130 741 496 179 93 

100.0% 19.2% 34.6% 22.7% 15.2% 5.5% 2.8% 

R2年 

11月頃 

3,266 120 555 1,133 896 470 92 

100.0% 3.7% 17.0% 34.7% 27.4% 14.4% 2.8% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 64 396 1,113 1,140 614 64 

100.0% 1.9% 11.7% 32.8% 33.6% 18.1% 1.9% 

 

 

  

19.2%

3.7%

1.9%

34.6%

17.0%

11.7%

22.7%

34.7%

32.8%

15.2%

27.4%

33.6%

5.5%

14.4%

18.1%

2.8%

2.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない 無回答
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（11）勤務地・学校周辺（徒歩約 15分以内） 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと思う」が 26.4％で最も多く、次いで「どちらでもない」が

25.0％となっています。 

令和２年 11月頃は、「どちらでもない」が 33.6%で最も多く、次いで「控えようと思わない」が 22.2％

となっています。 

令和４年４月頃は、「どちらでもない」が 32.9%で最も多く、次いで「控えようと思わない」が 27.2％と

なっています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「場所への外出」に対する意識変化 

(11)勤務地・学校周辺（徒歩約15分以内） 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらでも

ない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わな

い 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 604 862 817 417 227 339 

100.0% 18.5% 26.4% 25.0% 12.8% 7.0% 10.4% 

R2年 

11月頃 

3,266 145 515 1,099 726 442 339 

100.0% 4.4% 15.8% 33.6% 22.2% 13.5% 10.4% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 91 447 1,115 924 576 238 

100.0% 2.7% 13.2% 32.9% 27.2% 17.0% 7.0% 

 

  

18.5%

4.4%

2.7%

26.4%

15.8%

13.2%

25.0%

33.6%

32.9%

12.8%

22.2%

27.2%

7.0%

13.5%

17.0%

10.4%

10.4%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない 無回答
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（12）自宅から離れた都心・中心市街地（名古屋駅・刈谷駅等） 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」が 60.9％で最も多く、次いで「控えようと思う」が

27.6％となっており、あわせて 88.5％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「控えようと思う」が 39.4%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 23.1％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「控えようと思う」が 46.6%で最も多く、次いで「控えようと強く思う」が 21.4％と

なっており、あわせて 68.0%が「控えようと思う」となっています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「場所への外出」に対する意識変化 

(12)自宅から離れた都心・中心市街地（名古屋駅・刈谷駅等） 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらでも

ない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わな

い 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 1,988 902 190 64 36 86 

100.0% 60.9% 27.6% 5.8% 2.0% 1.1% 2.6% 

R2年 

11月頃 

3,266 655 1,287 754 369 126 75 

100.0% 20.1% 39.4% 23.1% 11.3% 3.9% 2.3% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 726 1,581 615 287 105 77 

100.0% 21.4% 46.6% 18.1% 8.5% 3.1% 2.3% 

 

  

60.9%

20.1%

21.4%

27.6%

39.4%

46.6%

5.8%

23.1%

18.1%

2.0%

11.3%

8.5%

1.1%

3.9%

3.1%

2.6%

2.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない 無回答
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（13）自宅から離れた郊外（ショッピングセンター等） 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」が 52.7％で最も多く、次いで「控えようと思う」が

33.9％となっており、あわせて 86.6％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「控えようと思う」が 35.5%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 30.3％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「控えようと思う」が 46.0%で最も多く、次いで「どちらでもない」が 23.7％となっ

ています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「場所への外出」に対する意識変化 

(13)自宅から離れた郊外（ショッピングセンター等） 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらでも

ない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わな

い 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 1,720 1,107 254 74 30 81 

100.0% 52.7% 33.9% 7.8% 2.3% 0.9% 2.5% 

R2年 

11月頃 

3,266 373 1,158 990 530 137 78 

100.0% 11.4% 35.5% 30.3% 16.2% 4.2% 2.4% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 450 1,560 805 390 120 66 

100.0% 13.3% 46.0% 23.7% 11.5% 3.5% 1.9% 

 

  

52.7%

11.4%

13.3%

33.9%

35.5%

46.0%

7.8%

30.3%

23.7%

2.3%

16.2%

11.5%

0.9%

4.2%

3.5%

2.5%

2.4%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない 無回答
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（14）自然地（海・山等） 

令和２年４月～５月頃は、「控えようと強く思う」が 38.5％で最も多く、次いで「控えようと思う」が

29.9％となっており、あわせて 68.4％が「控えようと思う」となっています。 

令和２年 11月頃は、「どちらでもない」が 33.3%で最も多く、次いで「控えようと思う」が 21.0％とな

っています。 

令和４年４月頃は、「どちらでもない」が 32.3%で最も多く、次いで「控えようと思わない」が 24.9％と

なっています。 

 

 

 

 
コロナ禍における「場所への外出」に対する意識変化 

(14)自然地（海・山等） 

時点 合計 
控えようと

強く思う 

控えようと

思う 

どちらでも

ない 

控えようと

思わない 

控えようと

全く思わな

い 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 1,259 978 562 222 117 128 

100.0% 38.5% 29.9% 17.2% 6.8% 3.6% 3.9% 

R2年 

11月頃 

3,266 431 686 1,089 643 290 127 

100.0% 13.2% 21.0% 33.3% 19.7% 8.9% 3.9% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 258 723 1,095 843 400 72 

100.0% 7.6% 21.3% 32.3% 24.9% 11.8% 2.1% 

 

  

38.5%

13.2%

7.6%

29.9%

21.0%

21.3%

17.2%

33.3%

32.3%

6.8%

19.7%

24.9%

3.6%

8.9%

11.8%

3.9%

3.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2年4～5月頃

(n=3,266)

R2年11月頃

(n=3,266)

R4年4月頃

(n=3,391)

控えようと強く思う 控えようと思う どちらでもない

控えようと思わない 控えようと全く思わない 無回答
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コロナ禍における行動変化 

（1）「通勤や通学」 

市政評価：設問 50、現状把握：設問 66 

※設問６『あなたの職業は？』に対し、「１.自営業（農林業等従事者も含む）」「２.正規の職員・従業員（公務員、専門職含

む）」「３.派遣・契約社員」「４.パート・アルバイト」「５.会社員などの役員」「６.学生・専門学校生」と回答した方 

 

「通勤や通学」の質問に対し、令和２年４月～５月頃は、「感染拡大前とそれほど大きく変わっていな

い」が 51.2％で最も多く、次いで「勤務先の稼働時間の縮小や休校など通勤・通学先の都合により、通勤

や通学をすることが無くなった、もしくは感染拡大前より少なくなった」が 18.2％となっています。 

令和２年 11月頃は、「感染拡大前とそれほど大きく変わっていない」が 73.8%で最も多く、令和２年４

月～５月頃に比べ 22.6％高くなっています。 

令和４年４月頃は、「感染拡大前とそれほど大きく変わっていない」が 70.4%で最も多く、令和２年４月

～５月頃に比べ、19.2%高くなっています。 

 

 
 

 
問 50（市政評価）・問 66（現状把握） 

「通勤や通学」 

時点 合計 

テレワークや

オンライン授

業などデジタ

ル技術の活用

により、通勤

や通学をする

ことがほとん

ど無くなった 

テレワークや

オンライン授

業などデジタ

ル技術の活用

により、通勤

や通学をする

ことが感染拡

大前より少な

くなった 

勤務先の稼働

時間の縮小や

休校など通勤・

通学先の都合

により、通勤

や通学をする

ことが無くなっ

た、もしくは感

染拡大前より

少なくなった 

感染拡大前と

それほど大き

く変わってい

ない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

2,131 180 296 387 1,092 176 

100.0% 8.4% 13.9% 18.2% 51.2% 8.3% 

R2年 

11月頃 

2,131 46 215 132 1,572 166 

100.0% 2.2% 10.1% 6.2% 73.8% 7.8% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

2,200 93 303 97 1,548 159 

100.0% 4.2% 13.8% 4.4% 70.4% 7.2% 

8.4%

13.9%

18.2%

51.2%

8.3%

2.2%

10.1%

6.2%

73.8%

7.8%

4.2%

13.8%

4.4%

70.4%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

テレワークやオンライン授業などデジタル技術の活用により、

通勤や通学をすることがほとんど無くなった

テレワークやオンライン授業などデジタル技術の活用により、

通勤や通学をすることが感染拡大前より少なくなった

勤務先の稼働時間の縮小や休校など通勤・通学先の

都合により、通勤や通学をすることが無くなった、

もしくは感染拡大前より少なくなった

感染拡大前とそれほど大きく変わっていない

無回答

R2年4～5月頃 (n=2,131) R2年11月頃 (n=2,131) R4年4月頃 (n=2,200)
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（2）「余暇を過ごす場所」 

市政評価：設問 51、現状把握：設問 67 

 

「余暇を過ごす場所」の質問に対し、令和２年４月～５月頃は、「外出を控え、自宅で過ごすことが増え

た」が 80.5％で最も多くなっています。 

令和２年 11月頃では、「外出を控え、自宅で過ごすことが増えた」33.3％となっており、令和２年４月

～５月頃に比べ 47.2％低くなっています。 

令和４年４月頃は、「外出を控え、自宅で過ごすことが増えた」が 65.1％となっており、令和２年４月

～５月頃に比べ 15.4%低くなっているものの、令和２年 11月頃と比べ 31.8%高くなっています。 

 

 

 

 
問 51（市政評価）・問 67（現状把握） 

「余暇を過ごす場所」 

時点 回答者数 

外出を控

え、自宅で

過ごすこと

が増えた 

近所にある

公園や屋外

スポーツ施

設など、自

宅から近い

施設を利用

することが

増えた 

県内のレジ

ャー施設を

利用するこ

とが増え、

県外に出る

機会が減っ

た 

感染しな

い・させな

いような対

策を自ら徹

底して、感

染拡大前と

同じ行動範

囲でレジャ

ー施設を利

用している 

感染拡大前

とそれほど

大きく変わ

らずに過ご

している 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 2,629 208 93 149 247 136 

100.0% 80.5% 6.4% 2.8% 4.6% 7.6% 4.2% 

R2年 

11月頃 

3,266 1,086 581 351 720 672 135 

100.0% 33.3% 17.8% 10.7% 22.0% 20.6% 4.1% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 2,208 577 389 448 523 49 

100.0% 65.1% 17.0% 11.5% 13.2% 15.4% 1.4% 

  

80.5%

6.4%

2.8%

4.6%

7.6%

4.2%

33.3%

17.8%

10.7%

22.0%

20.6%

4.1%

65.1%

17.0%

11.5%

13.2%

15.4%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

外出を控え、自宅で過ごすことが増えた

近所にある公園や屋外スポーツ施設など、

自宅から近い施設を利用することが増えた

県内のレジャー施設を利用することが増え、

県外に出る機会が減った

感染しない・させないような対策を自ら徹底して、

感染拡大前と同じ行動範囲でレジャー施設を

利用している

感染拡大前とそれほど大きく変わらずに過ごしている

無回答

R2年4～5月頃 (n=3,266) R2年11月頃 (n=3,266) R4年4月頃 (n=3,391) （複数選択可）
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（3）「食事」 

市政評価：設問 52、現状把握：設問 68 

 

「食事」の質問に対し、令和２年４月～５月頃は、「外食を控え、自宅で食事をする機会が増えた」が

76.9％で最も多くなっています。 

令和２年 11月頃は、「外食を控え、自宅で食事をする機会が増えた」が 32.1％となっており、令和２年

４月～５月頃に比べ 44.8％低くなっています。 

令和４年４月頃は、「外食を控え、自宅で食事をする機会が増えた」が 65.3％となっており、令和２年

４月～５月頃に比べ 11.6%低くなっているものの、令和２年 11月頃と比べ 33.2%高くなっています。 

 

 

 

 
問 52（市政評価）・問 68（現状把握） 

「食事」 

時点 回答者数 

外食を控

え、自宅で

食事をする

機会が増え

た 

自宅への配

達や店舗受

取（テイクア

ウト）を利用

することが

増えた 

市内飲食店

を応援する

ため、市内

店舗での食

事や店舗受

取（テイクア

ウト）を利用

するように

なった 

感染しな

い・させな

いような対

策を自ら徹

底して、感

染拡大前と

同様に食事

をしている 

感染拡大前

とそれほど

大きく変わ

っていない 

無回答 

前
回
調
査 

R2年 

4～5月頃 

3,266 2,513 358 126 226 256 126 

100.0% 76.9% 11.0% 3.9% 6.9% 7.8% 3.9% 

R2年 

11月頃 

3,266 1,047 435 450 981 593 127 

100.0% 32.1% 13.3% 13.8% 30.0% 18.2% 3.9% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 2,213 708 299 539 447 39 

100.0% 65.3% 20.9% 8.8% 15.9% 13.2% 1.2% 

 

  

76.9%

11.0%

3.9%

6.9%

7.8%

3.9%

32.1%

13.3%

13.8%

30.0%

18.2%

3.9%

65.3%

20.9%

8.8%

15.9%

13.2%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

外食を控え、自宅で食事をする機会が増えた

自宅への配達や店舗受取（テイクアウト）を

利用することが増えた

市内飲食店を応援するため、市内店舗での食事や

店舗受取（テイクアウト）を利用するようになった

感染しない・させないような対策を自ら徹底して、

感染拡大前と同様に食事をしている

感染拡大前とそれほど大きく変わっていない

無回答

R2年4～5月頃 (n=3,266) R2年11月頃 (n=3,266) R4年4月頃 (n=3,391) （複数選択可）
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（4）「新型コロナウイルス感染症に関する情報」や「刈谷市・国・県の支援策などの情報」の入手方法 

市政評価：設問 53、現状把握：設問 69 

 

令和２年 11月頃は、「テレビ」が 63.1%で最も多く、次いで「インターネット」が 40.7％となっていま

す。 

令和４年４月頃は、「テレビ」が 53.2%で最も多く、次いで「インターネット」が 35.8％となっていま

す。 

 

 

 

  

問 53（市政評価）・問 69（現状把握） 
「新型コロナウイルス感染症に関する情報」や「刈谷市・国・県の支援策などの情報」の入手方法 

回答
者数 

刈谷
市ホ
ーム
ペー
ジ 

刈谷
市 
ＳＮＳ 

かりや
市民だ
より 

ＳＮＳ 
インタ
ーネッ
ト 

テレビ 新聞 ラジオ その他 
情報を入
手してい
ない 

無回答 

前
回 

調
査 

R2年 

11月

頃 

3,266 721 195 661 457 1,329 2,062 1,138 205 44 110 58 

100.0% 22.1% 6.0% 20.2% 14.0% 40.7% 63.1% 34.8% 6.3% 1.3% 3.4% 1.8% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 899 283 1,029 441 1,213 1,804 1,040 138 58 138 38 

100.0% 26.5% 8.3% 30.3% 13.0% 35.8% 53.2% 30.7% 4.1% 1.7% 4.1% 1.1% 

 

  

22.1%

6.0%

20.2%

14.0%

40.7%

63.1%

34.8%

6.3%

1.3%

3.4%

1.8%

26.5%

8.3%

30.3%

13.0%

35.8%

53.2%

30.7%

4.1%

1.7%

4.1%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

刈谷市ホームページ

刈谷市ＳＮＳ

かりや市民だより

ＳＮＳ

インターネット

テレビ

新聞

ラジオ

その他

情報を入手していない

無回答

前回調査：R2年11月頃 (n=3,266) 今回調査：R4年4月頃 (n=3,391) （複数選択可）
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（5）「普段から利用している SNS」 

市政評価：設問 54、現状把握：設問 70 

 

令和２年 11月頃は、「LINE」が 64.5%で最も多く、次いで「YouTube」が 37.0％となっています。 

令和４年４月頃は、「LINE」が 72.8%で最も多く、次いで「YouTube」が 43.2％となっています。 

 

 

 

 

問 54（市政評価）・問 70（現状把握） 
「普段から利用している SNS」 

回答者数 LINE Twitter Facebook Instagram YouTube TikTok その他 

SNSを
利用し
ていな
い 

無回答 

前
回 

調
査 

R2年 

11月
頃 

3,266 2,105 619 343 649 1,210 113 35 744 188 

100.0% 64.5% 19.0% 10.5% 19.9% 37.0% 3.5% 1.1% 22.8% 5.8% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月
頃 

3,391 2,470 673 384 882 1,466 166 21 580 144 

100.0% 72.8% 19.8% 11.3% 26.0% 43.2% 4.9% 0.6% 17.1% 4.2% 

 

  

64.5%

19.0%

10.5%

19.9%

37.0%

3.5%

1.1%

22.8%

5.8%

72.8%

19.8%

11.3%

26.0%

43.2%

4.9%

0.6%

17.1%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

LINE

Twitter

Facebook

Instagram

YouTube

TikTok

その他

ＳＮＳを利用していない

無回答

前回調査：R2年11月頃 (n=3,266) 今回調査：R4年4月頃 (n=3,391) （複数選択可）
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（6）「代金の支払方法」 

市政評価：設問 55、現状把握：設問 71 

 

令和２年 11月頃は、「現金にて支払いをしている」が 74.8%で最も多く、次いで「クレジットカードや

デビットカードにて支払いをしている」が 63.6％となっています。 

令和４年４月頃は、「現金にて支払いをしている」が 70.5%で最も多く、次いで「クレジットカードやデ

ビットカードにて支払いをしている」が 65.4％となっています。 

 

 

 

  

問 55（市政評価）・問 71（現状把握） 
「代金の支払方法」 

回答者数 

クレジット
カードやデ
ビットカー
ドにて支払
をしている 

スマートフ
ォン上で、
ＱＲコード
やバーコ
ードを読
取、表示を
して支払を
している 

スマートフ
ォンなどの
電子機器
で支払をし
ている 

電子マネ
ーやプリペ
イドカード
にて支払
をしている 

ＩＣカードや 
プリペイド
カードで支
払をしてい

る 

現金にて
支払をして
いる 

無回答 

前
回 

調
査 

R2年 

11
月頃 

3,266 2,076 654  778  2,443 42 

100.0% 63.6% 20.0%  23.8%  74.8% 1.3% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月
頃 

3,391 2,218  1,077  520 2,392 49 

100.0% 65.4%  31.8%  15.3% 70.5% 1.4% 

 

  

63.6%

20.0%

23.8%

74.8%

1.3%

65.4%

31.8%

15.3%

70.5%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

クレジットカードやデビットカードにて

支払をしている

スマートフォン上で、ＱＲコードやバーコードを

読取、表示をして支払をしている

スマートフォンなどの電子機器で

支払をしている

電子マネーやプリペイドカードにて

支払をしている

ＩＣカードやプリペイドカードで支払をしている

現金にて支払をしている

無回答

前回調査：R2年11月頃 (n=3,266) 今回調査：R4年4月頃 (n=3,391) （複数選択可）
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コロナ禍における課題と行政支援 

（1）コロナ禍における「困りごと」や「不安に感じていること」 

市政評価：設問 56、現状把握：設問 72 

 

令和２年 11月頃は、「自身・家族の新型コロナウイルス感染」が 41.8%で最も多く、次いで「自身・家

族の健康（身体面）」が 39.8％となっています。 

令和４年４月頃は、「人との交流機会の減少」が 41.3%で最も多く、次いで「自身・家族の新型コロナウ

イルス感染」が 38.3％となっています。 

 

 

  

32.6%

13.6%

4.6%

4.7%

3.8%

3.0%

9.2%

41.8%

39.8%

24.1%

2.7%

4.9%

4.7%

37.1%

19.6%

15.6%

8.5%

2.3%

1.8%

22.9%

18.2%

2.8%

3.2%

3.1%

2.7%

7.1%

38.3%

37.8%

24.4%

3.7%

6.5%

3.3%

41.3%

18.2%

14.3%

9.6%

2.0%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

収入の減少

支出の増加

失業

休業

働き口がない

過重労働

働き方の変化による負担

自身・家族の新型コロナウイルス感染

自身・家族の健康（身体面）

自身・家族の健康（精神面）

家族の介護の負担増

子育ての負担増

自身・家族の学力低下

人との交流機会の減少

運動・スポーツ機会の減少

文化芸術にふれる機会の減少

特にない

その他

無回答

前回調査：R2年11月頃 (n=3,266) 今回調査：R4年4月頃 (n=3,391) （複数選択可）
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 問56（市政評価）・問 72（現状把握） 
「困りごと」や「不安に感じていること」 

 
回
答
者
数 

収
入
の
減
少 

支
出
の
増
加 

失
業 

休
業 

働
き
口
が
な
い 

過
重
労
働 

働
き
方
の
変
化
に
よ
る
負
担 

自
身
・家
族
の
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染 

自
身
・家
族
の
健
康 

（身
体
面
） 

自
身
・家
族
の
健
康 

（精
神
面
） 

家
族
の
介
護
の
負
担
増 

子
育
て
の
負
担
増 

自
身
・家
族
の
学
力
低
下 

人
と
の
交
流
機
会
の 

減
少 

運
動
・ス
ポ
ー
ツ
機
会
の 

減
少 

文
化
芸
術
に
ふ
れ
る 

機
会
の
減
少 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

前
回 

調
査 

R2年 
11月

頃 

3,266 1,066 444 149 154 123 97 301 1,365 1,300 787 87 160 152 1,212 641 509 279 75 60 

100.0% 32.6% 13.6% 4.6% 4.7% 3.8% 3.0% 9.2% 41.8% 39.8% 24.1% 2.7% 4.9% 4.7% 37.1% 19.6% 15.6% 8.5% 2.3% 1.8% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月
頃 

3,391 775 618 94 107 104 90 240 1,300 1,282 828 126 220 112 1,401 617 486 326 67 65 

100.0% 22.9% 18.2% 2.8% 3.2% 3.1% 2.7% 7.1% 38.3% 37.8% 24.4% 3.7% 6.5% 3.3% 41.3% 18.2% 14.3% 9.6% 2.0% 1.9% 
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（2）新型コロナウイルス感染症の対策としての「今後の行政支援等」について、重要だと思うもの 

市政評価（設問 57）、現状把握（設問 73） 

令和２年 11月頃は、「災害時の感染症対策」が 41.3%で最も多く、次いで「中小企業等（飲食店等を含

む）の事業継続支援」が 40.7％となっています。 

令和４年４月頃は、「学校教育の学習支援」が 36.7%で最も多く、次いで「災害時の感染症対策」が

36.5％となっています。 

 
 

 
問57（市政評価）・問 73（現状把握） 

「今後の行政支援等」について重要だと思うもの 

 
回
答
者
数 

学
校
教
育
の
学
習
支
援 

子
育
て
に
関
す
る
支
援 

中
小
企
業
等
（飲
食
店
等

を
含
む
）の
事
業
継
続
支

援 

低
所
得
者
へ
の
支
援 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
の 

導
入
支
援 

災
害
時
の
感
染
症
対
策 

健
康
づ
く
り
・ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
支
援 

文
化
芸
術
活
動
の
支
援 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
・市
民

活
動
の
支
援 

施
設
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
感

染
症
予
防
対
策 

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化 

社
会
か
ら
の
孤
立
の
解
消 

そ
の
他 

無
回
答 

前
回 

調
査 

R2年 

11月

頃 

3,266 1,226 799 1,329 1,160 315 1,349 405 208 187 799 568  82 117 

100.0% 37.5% 24.5% 40.7% 35.5% 9.6% 41.3% 12.4% 6.4% 5.7% 24.5% 17.4%  2.5% 3.6% 

今
回 

調
査 

R4年 

4月頃 

3,391 1,244 1,035 898 1,104 353 1,237 421 163 213 616 685 538 64 128 

100.0% 36.7% 30.5% 26.5% 32.6% 10.4% 36.5% 12.4% 4.8% 6.3% 18.2% 20.2% 15.9% 1.9% 3.8% 

  

37.5%

24.5%

40.7%

35.5%

9.6%

41.3%

12.4%

6.4%

5.7%

24.5%

17.4%

2.5%

3.6%

36.7%

30.5%

26.5%

32.6%

10.4%

36.5%

12.4%

4.8%

6.3%

18.2%

20.2%

15.9%

1.9%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校教育の学習支援

子育てに関する支援

中小企業等（飲食店等を含む）の

事業継続支援

低所得者への支援

リモートワーク等の導入支援

災害時の感染症対策

健康づくり・スポーツ活動の支援

文化芸術活動の支援

コミュニティ活動・市民活動の支援

施設やイベントでの感染症予防対策

行政手続きのオンライン化

社会からの孤立の解消

その他

無回答

前回調査：R2年11月頃 (n=3,266) 今回調査：R4年4月頃 (n=3,391)

※前回質問項目なし

（複数選択可）
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４.児童・生徒の意識や行動に関するアンケート 

回答者の属性 

回答者の総数は 2,566人、小学校５年生が 1,356人で 52.8%、中学校２年生が 1,210人で 47.2%となっ

ています。なお、学校別の回答者数の内訳は次のとおりです。 

 

表 学校別回答者数 

  配布数 回収数 構成比 

全体（児童・生徒） 2,898 2,566 100.0% 

亀城小学校 112 98 3.8% 

小高原小学校 108 95 3.7% 

日高小学校 112 101 3.9% 

衣浦小学校 86 82 3.2% 

住吉小学校 121 106 4.1% 

かりがね小学校 154 134 5.2% 

平成小学校 75 74 2.9% 

富士松南小学校 132 118 4.6% 

富士松北小学校 62 59 2.3% 

富士松東小学校 81 61 2.4% 

小垣江小学校 105 91 3.5% 

小垣江東小学校 35 30 1.2% 

双葉小学校 100 86 3.4% 

東刈谷小学校 107 104 4.1% 

朝日小学校 119 117 4.6% 

刈谷特別支援学校 4 0 0.0% 

小学校５年生 1,513 1,356 52.8% 

刈谷南中学校 231 200 7.8% 

刈谷東中学校 205 180 7.0% 

富士松中学校 224 197 7.7% 

雁が音中学校 255 228 8.9% 

依佐美中学校 228 201 7.8% 

朝日中学校 236 204 8.0% 

刈谷特別支援学校 6 0 0.0% 

中学校２年生 1,385 1,210 47.2% 
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刈谷市の全体的な印象 

（1）住みやすさの評価 

 

「刈谷市を住みやすいまちだと思いま

すか」との質問に対し、「住みやすい」が

66.3%、「まあまあ住みやすい」が 31.1%、

あわせて 97.4%が「刈谷市は住みやすい」

と回答しています。 

 
 

 

設問14 住みやすさの評価 

合計 住みやすい 
まあまあ 

住みやすい 

どちらかと 

いえば 

住みにくい 

住みにくい 無回答 

全体 
2,566 1,701 797 48 20 0 

100.0% 66.3% 31.1% 1.9% 0.8% 0.0% 

 

（2）これからの居住意向 

 

「今後も刈谷市で住み続けたいと思い

ますか」との質問に対し、「住み続けたい」

は62.1%となっており、「市外に移りたい」

の 11.0%を大きく上回っています。 

 
 

 
設問15 これからの居住意向 

合計 住み続けたい 市外に移りたい わからない 無回答 

全体 
2,566 1,594 281 691 0 

100.0% 62.1% 11.0% 26.9% 0.0% 

住みやすい

66.3%

まあまあ

住みやすい

31.1%

どちらかといえば

住みにくい

1.9%

住みにくい

0.8%

無回答

0.0%

n=2,566

住み

続けたい

62.1%市外に移りたい

11.0%

わからない

26.9%

無回答

0.0%

n=2,566
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個別設問の回答 

（1）学校について 

 

「学校は楽しいですか」との質問に対

し、「とても楽しい」が 43.7%、「どちらか

といえば楽しい」が 46.3%で、あわせて

90.0%が「学校は楽しい」と回答していま

す。 

 
 

 

設問１ 学校について 

合計 
とても 

楽しい 

どちらかと 

いえば 

楽しい 

どちらかと 

いえば 

楽しくない 

楽しくない 無回答 

全体 
2,566 1,121 1,187 174 84 0 

100.0% 43.7% 46.3% 6.8% 3.3% 0.0% 

 

（2）給食について 

 

「給食は好きですか」との質問に対し、

「大好き」が 44.5%、「どちらかといえば

好き」が 42.1%、あわせて 86.6%が「給食

が好き」と回答しています。 

 

 
 

 

設問２ 給食について  

合計 大好き 
どちらかと 

いえば好き 

どちらかと 

いえば嫌い 
大嫌い 無回答 

全体 
2,566 1,143 1,080 291 52 0 

100.0% 44.5% 42.1% 11.3% 2.0% 0.0% 

とても

楽しい

43.7%

どちらかといえば

楽しい

46.3%

どちらかといえ

ば楽しくない

6.8%

楽しくない

3.3%

無回答

0.0%

n=2,566

大好き

44.5%

どちらかと

いえば好き

42.1%

どちらかと

いえば嫌い

11.3%

大嫌い

2.0%

無回答

0.0%

n=2,566
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（3）スポーツについて 

 

「スポーツは好きですか」との質問に

対し、「大好き」が 44.4%、「どちらかとい

えば好き」が 35.2%、あわせて 79.6%が

「スポーツは好き」と回答しています。 

 

 
 

 

設問３ スポーツについて 

合計 大好き 
どちらかと 

いえば好き 

どちらかと 

いえば嫌い 
大嫌い 無回答 

全体 
2,566 1,140 904 403 119 0 

100.0% 44.4% 35.2% 15.7% 4.6% 0.0% 

 

（4）地域の祭りや行事などについて 

 

「地域の祭りや行事などを楽しみにし

ていますか」との質問に対し、「楽しみに

している」が 41.2%、「どちらかといえば

楽しみにしている」が 37.4%、あわせて

78.6%が楽しみにしていると回答してい

ます。 

 

 
 

 

設問４ 地域の祭りや行事などについて 

合計 
楽しみに 

している 

どちらかと 

いえば楽しみ 

にしている 

どちらかと 

いえば楽しみ 

にしていない 

楽しみに 

していない 
無回答 

全体 
2,566 1,057 960 355 194 0 

100.0% 41.2% 37.4% 13.8% 7.6% 0.0% 

 

大好き

44.4%

どちらかと

いえば好き

35.2%

どちらかと

いえば嫌い

15.7%

大嫌い

4.6%

無回答

0.0%

n=2,566

楽しみに

している

41.2%

どちらかといえば

楽しみにしている

37.4%

どちらかといえば

楽しみに

していない

13.8%

楽しみにしていない

7.6%

無回答

0.0%

n=2,566
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（5）家族との会話 

 

「日ごろから、家族とよく話をします

か」との質問に対し、「よくする」が

68.0%、「どちらかといえばする」が

25.6%、あわせて 93.6%が「話をする」と

回答しています。 

 

 
 

 

設問５ 家族との会話 

合計 よくする 
どちらかと 

いえばする 

どちらかと 

いえば 

しない 

しない 無回答 

全体 
2,566 1,745 656 128 37 0 

100.0% 68.0% 25.6% 5.0% 1.4% 0.0% 

 

（6）近所の人とのあいさつ 

 

「近所の人をみかけたらあいさつをし

ていますか」との質問に対し、「している」

が 41.6%、「どちらかといえばしている」

が 40.3%、あわせて 81.9%が「あいさつを

している」と回答しています。 

 
 

 

設問６ 近所の人とのあいさつ  

合計 している 

どちらかと 

いえば 

している 

どちらかと 

いえば 

していない 

していない 無回答 

全体 
2,566 1,068 1,035 372 91 0 

100.0% 41.6% 40.3% 14.5% 3.5% 0.0% 

 

よくする

68.0%

どちらかと

いえばする

25.6%

どちらかと

いえばしない

5.0%

しない

1.4%

無回答

0.0%

n=2,566

している

41.6%

どちらかといえば

している

40.3%

どちらかといえば

していない

14.5%

していない

3.5%

無回答

0.0%

n=2,566
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（7）電気や水の使い方への心がけ 

 

「電気や水などを使いすぎないように

気にしていますか」との質問に対し、「し

ている」が 35.5%、「どちらかといえばし

ている」が 45.7%、あわせて 81.2%が「気

にしている」と回答しています。 

 
 

 

設問７ 電気や水の使い方への心がけ 

合計 している 

どちらかと 

いえば 

している 

どちらかと 

いえば 

していない 

していない 無回答 

全体 
2,566 910 1,173 383 100 0 

100.0% 35.5% 45.7% 14.9% 3.9% 0.0% 

 

（8）刈谷のまちの歴史への興味 

 

「刈谷のまちの歴史に興味がありま

すか」という質問に対し、「ある」が

18.1%、「どちらかといえばある」が

30.6%、あわせて 48.7%が「興味がある」

と回答しています。 

 
 

 

設問８ 刈谷のまちの歴史への興味  

合計 ある 
どちらかと 

いえばある 

どちらかと 

いえばない 
ない 無回答 

全体 
2,566 464 786 774 542 0 

100.0% 18.1% 30.6% 30.2% 21.1% 0.0% 

 

している

35.5%

どちらかといえば

している

45.7%

どちらかといえば

していない

14.9%

していない

3.9%

無回答

0.0%

n=2,566

ある

18.1%

どちらかと

いえばある

30.6%

どちらかと

いえばない

30.2%

ない

21.1%

無回答

0.0%

n=2,566
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（9）災害への備え 

 

「地震など大きな災害が起きたときに

備えて家族と話し合ったり、家族で準備

をしていますか」との質問に対し、「して

いる」が 61.2%、「していない」が 38.8%

となっています。 

 

 
 

 
設問９ 災害への備え 

合計 している していない 無回答 

全体 
2,566 1,571 995 0 

100.0% 61.2% 38.8% 0.0% 

 

（10）登下校や外出時の危険 

 

「登下校や外出した時に危険を感じた

ことはありますか」との質問に対し、「あ

る」が 13.4%、「どちらかといえばある」

が 15.7%、あわせて 29.1%が「危険を感じ

たことがある」と回答しています。 

 
 

 

設問10 登下校や外出時の危険 

合計 ある 
どちらかと 

いえばある 

どちらかと 

いえばない 
ない 無回答 

全体 
2,566 343 403 536 1,284 0 

100.0% 13.4% 15.7% 20.9% 50.0% 0.0% 

 

 

  

している

61.2%

していない

38.8%

無回答

0.0%

n=2,566

ある

13.4%

どちらかと

いえばある

15.7%

どちらかと

いえばない

20.9%

ない

50.0%

無回答

0.0%

n=2,566
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（11）ボランティア活動への参加 

 

「自分からすすんでボランティア活動

（まちをきれいにしたり、困っている人

を助ける活動）をしていますか」との質

問に対し、「している」が 30.8%、「してい

ない」が 69.2%となっています。 

 
 

 
設問11 ボランティア活動への参加 

合計 している していない 無回答 

全体 
2,566 790 1,776 0 

100.0% 30.8% 69.2% 0.0% 

 

（12）公園の利用 

 

「近所の公園をよく利用しています

か」との質問に対し、「している」が

40.1%、「どちらかといえばしている」が

28.5%であり、あわせて 68.6%が「利用し

ている」と回答しています。 

 

 
 

 

設問12 公園の利用 

合計 している 

どちらかと 

いえば 

している 

どちらかと 

いえば 

していない 

していない 無回答 

全体 
2,566 1,030 731 467 338 0 

100.0% 40.1% 28.5% 18.2% 13.2% 0.0% 

 

している

30.8%

していない

69.2%

無回答

0.0%

n=2,566

している

40.1%

どちらかといえば

している

28.5%

どちらかといえば

していない

18.2%

していない

13.2%

無回答

0.0%

n=2,566
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（13）将来の夢や目標 

 

「将来の夢や目標はありますか」との

質問に対し、「ある」が 53.9%、「どちらか

といえばある」が 23.5%であり、あわせ

て 77.4%が「ある」と回答しています。 

 

 
 

 

設問13 将来の夢や目標 

合計 ある 

どちらかと 

いえば 

ある 

どちらかと 

いえば 

ない 

ない 無回答 

全体 
2,566 1,382 604 317 263 0 

100.0% 53.9% 23.5% 12.4% 10.2% 0.0% 

 

 

 

 

ある

53.9%

どちらかといえば

ある

23.5%

どちらかといえば

ない

12.4%

ない

10.2%

無回答

0.0%

n=2,566


